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梵文法華経写本の研究

塚　本　啓　祥

§1．　梵文法華経の刊本

　梵文法華経の写本は，1821年にイギリスのネパール駐在公使ポジソン（B．H．　Hodgson）にょ

って蒐集されたのが最初であり，フランスのビュルヌフ（E．Burnouf）はこの写本を仏訳し，か

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぶ
れの死後モール（J，Mohl）によって出版された。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ほ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロぶ
　次いで，オランダのケルン（H．Kern）によって英訳が公刊されたが，テキストの校訂版〔『梵

文法華経写本集成・ローマ字本』（以下SMSRと略す）では　Knと表記〕は，ケルンと南條文雄博

士によって“Bibliotheca　Buddhica”Xの中に，はじめて出版された。このテキストが準拠した写

本は，

　　A：英国王立アジア協会所蔵本〔SMSR　R〕

　　B：大英博物館所蔵本〔SMSR　B〕

　　Ca：ケンブ］Jッジ大学図書館所蔵本Add．1682（Add．1683の誤り）〔SMSR　C4〕

　　Cb：同Add．1683（Add．1684の誤り）〔SMSR　C5〕

　　K：河口慧海師将来・東京大学図書館所蔵本No．414〔SMSR　T8〕

　　W：ワッタース（Watters）将来本

　　0：カシュガル（Kashgar）出土ペトロフスキー（N．Petrovsky）将来・レニングラード科

　　　　学アカデミー所蔵本〔SMSR　O〕

　　P：フーコー（Ed．　Foucaux）によって出版された石版刷りのテキスト

となっている。これらの中で西域出土の0本を除く写本のすべてはネパール系に属している。ケ

ルンは0本とネパール系写本との相違箇所に註記しているが，それはすべてにわたっているとは

言いがたい。両者のあいだに著しい相違があることは，本書のテキストの対照表によって明らか

であり，ケルンの出版が両系統の写本を混清していることは，多くの問題を含んでいる。

　つづいて荻原雲来教授と土田勝弥氏によって，東洋文庫所蔵の河口本〔SMSR　K〕ならびにチ

　　　　　　　　　　　　　　　　　エ
ベット語訳と漢訳を参照した校訂版〔SMSR　W〕が刊行された。またダット（N．　Dutt）は，特

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ら
定の写本を底本とすることなく，ケルン・南條本と荻原・土田本を参照した校訂版〔SMSR　D〕

を“Bibtiotlzeca　In　dica　”No．276中に刊行し，中央アジア出土の写本（大谷本）に対するミロノ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
フ（N．D，　Mironov）の解読を註記している。さらにヴァイドヤ（P．　L，　Vaidya）も校訂版（SMSR

V）を“Bttddhist　Sa’nskrit　Texts”No、6として公刊したが，上記のテキスト出版と同様の編集

方針が踏襲されており，既刊の版本を参照して適当に取捨しているにすぎない。
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の3種に分類できる。

には，

作業であろう。1970年までに刊行された法華経原典の研究に関する文献目録として，湯山明博士
　　　ア

の出版〔以下Yuyamaと略す〕は多大の便益を与える。

　　　　　　　　　　　　　　　　法華文fヒ｛ヲF’究　（汀葦137，1）

梵文法華経の写本は，出土の地域によって，

1．ネパール・チベット本

2．カシミール（ギルギット）本

3．西域（中央アジア）本

　　　　　　　　　したがって，まず各系統ごとに写本を比較研究する必要がある。そのため

　　それぞれの写本に基づく客観的なテキストの作成が，原典研究の第一段階でとられるべき

§2．梵文写本の概要と研究

　（1）ネパール・チベット本

　①　東洋文庫所蔵（河口）本〔SMSR　K；Yuyama　K’〕

　河口慧海師がチベットのシャール・ゴンパ（Shalu　dGonpa）寺から1916年に日本へ将来した梵

文法華経写本の1本は，現在，東洋文庫（東京）に所蔵されている。貝葉本，182葉（foL　167以

降の頁付に混乱がある），5／6行。巻頭（1b1－2a3）にラーフラバドラ（Rahulabhadra）の法華経
　　　　　　　　　　　　　　　ぱト　　　　　　　　　　　　　　　　　　　つ
讃頒（Saddharmapurldarlka－stava），巻末（181a3－182b5）に奥書がある。フォーゲル（C　Voge1）

　　　　　　　　　　　　　　　　エの
によれば，A．　D．1070年に比定される。
　　　　　　　　ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ

　この写本の写真版は河口慧海師と池田澄達氏によって1926年に，ローマ字本は戸田宏文教授に

よって1980～85年に出版されている。

　②　民族文化宮図書館所蔵本〔SMSR　Pk；Yuyama　Sb〕

　サーンクリトヤーヤナ（Rahula　Safikrtyayana）が1936年のチベット調査旅行の際に、チベソ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロトのサキヤ（Sa－skya）寺で2本の梵文法華経写本を発見した。その中の1本は現在，民族文化宮

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　は
図書館（北京）に保管されており（梵文写本第0004号）、その写真版が1984年に刊行された。ラー

フラバドラの讃頒（1b1－2a1）と奥書（137a1－3）がある。貝葉本，137葉，クティラー文字，6

行。この書写年代を季羨林（Ji　Xiaulin）教授はA．　D．1082年に比定しているが、これはサーン

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ユヨ
クリトヤーヤナとペティック（LPetech）に基づくものとみられる。

　③　ケンブリッジ大学図書館所蔵本

　ケンブリッジ大学図書館Cambridge　University　Library　rlケンブリッジ）には6種1実際には

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　エも
7種）のネバール系梵文法華経写本が保管されている。

　1）Add．1032〔SMSR　C1；Yuyama　Cd〕：紙本，90葉、14－20行、近代。巻末に奥書（90a7－

9）がある。

　2）Add．1324〔SMSR　C2；Yztyama　Ce〕：紙本，96葉、13－17行，近代。巻末に奥書．96a1一
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4）がある。

　3）Add．］682〔SMSR　C3；Yuyama　Ca〕：貝葉本，83葉，5／6行。第XI章末（83　b）で終る。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　エア
ベンドール（Bendal1）は11世紀の書写と推定する。

　4）Add．1683〔SMSR　C4；｝’uyaMa　Cb〕：貝葉本、141葉〔fols．121－131の頁付に混乱があ

る），5－7行。巻末に奥書（139a6－140a5）がある。ペテックとフォーゲルはA．　D．1039に比

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　はぱ
定する。しかしバルブはA．D，1036／1037と推定している。

　5）Add．1684〔SMSR　C5；｝ノuYama　Cc〕：貝葉本。元来は156／157葉（fols．2－10，10’，11－

117，119－152，154－156），5／6行。巻末に奥書（156b4－6）がある。ペテックはA．　D．1065年

に，フォーゲルはA．D，1064／1065年に比定するが，バルブはA．　D．1063／1064年と推定して
　　ロ

いる。第XV章を第XVP章と表記し，以下第XXVIIP章まで誤記がつづいている。

　6）Add．2197〔SMSR　C6；｝’uyama　Cf〕：ベンドール目録には記載されていない（cf．　Baruch，

op．　cit．，　p．2）。貝葉本，131葉，5／6行。讃頒（享1b1－5；fol．2を欠く）と奥書（131b2－131b6）

がある。第XV章を第XVP章と表記し，以下第XXVIIP章まで誤記がつづく。fols．7，42，

57，75，115、121，122はネーワーリー文字で補充されている。ペテックとフォーゲルはA．D．　1093

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ごロ
年と推定するが，バルブはA．D，1091／1092年に比定する。ネーワーリー後期文字による第2の

奥書は，フォーゲルによればA．D．1686年と推定されるが，バルブはA．D、1685／1686年に比定
　　ごユ

する。

　7）Add．2197傘〔SMSR　C7＝C6’；Barttch　Cfcr〕：Add．　2197の末尾に付せられた1葉（fol．’132）

は，第XXVII章（Kn　485．8－487．1）に相当する部分と奥書を含み，前の部分が失われた他の

写本の最後の葉とみなされる。ペテ／クはA．D．1066年に，フt一ゲルはA．D．1065年に比定し
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ユコ
ているか，バルブはA，D，1063／1064年と推定している。

　④　大英博物館所蔵本〔SMSR　B；y的αη2αB：」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヨ　大英博物館British　Museum（ロンドン）所蔵の写本Or．　No，2204：貝葉本、175葉（fols．1－

27，29－176）、6行。fol，125とfol．126のあいだに第XV－XVII章に相応するテキスト（Kn．319．

6－350．3］を欠いている。日付はないが、バルブはA．D．1112世紀の書写と推定している。

⑤　英国王立アジア協会所蔵本〔SMSR　R；γ砂醐αR〕

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　お　英国の王立アジア協会Royal　Asiatic　Society　of　Great　Britain　and　Ireland〔ロンドン）所蔵

（ポジソン蒐集｝の写本No．6：紙本、173葉，ネーワーり一文字，6行。奥書ほ73b2－7｝はあ
16

るが日付はない。バルブはCd（＝C，），　Ce（＝C2），　Aa（＝A3），Ac（＝A2）と同．一グノレープに分類する。

18世紀の書写と推定しうる。

⑥　フランスの国立図書館所蔵本

フランスの国立図書館Bibliotheque　Nationahパリ〕には2種の梵文法華経写本か所蔵されて
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　　　ぼア

　おり、ともにビュルヌフが仏訳に使用している。

　　1）Ms，　N　os．138－139〔SMSR　P　1；Yayama　Pa〕．ビュルヌフ蒐集写本No，99．紙本，224葉

　（lb－112bと113a－224aの2　iWj；fo1，167重複，　fo1，176欠番），デーヴァナーガリー文字，9

行。奥書（223b4－224a3）がある。日付はないが19世紀の書写と推定される。

　　2＞Ms．140－141〔SMSR　P2；Yayama　Pb〕：ビュルヌフ蒐集写本No．100。紙本、205葉（lb－

103bと104a－205aの2限），ネーワーリー文字，6行。奥書（204b6－205a6）がある。フォーゲ

　ルはA．D．1826年に比定する。

　⑦　アジア協会所蔵本〔SMSR　P3；｝コuyama　Pc〕

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ごき
　アジア協会Soci6t6　Asiatique：パリ）には1本の梵文法華経写本か所蔵されている。　MS．　No．

2．紙本，248葉，6行。日付はないが，フィリオザはA，D．19世紀初頭と推定する。ビュルヌフの仏

訳の底本で，フーコーの出版に用いられた。

　⑧　東京大学図書館所蔵本

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヨロ
　東京大学図書館（東京）には河口慧海師の蒐集になる9本の梵文法華経写本が所蔵されている。

　1）No．102（1）（Old　number＝ON．423）〔SMSR　T1　；　Yayama　Ti〕：Klrtivi§aya－

vadanaparikarmakathaの標題が付せられている。紙本，9葉、ネーワーリー文字，7－9行。

序品相当部分（lal－5；Kn　1．5－4．10の抜葦），法華経第XXII薬王菩薩本事品相当部分（la5－

7b3＝Kn　4041－419．11），後分（7b3－9b9）より成｝）立っている。

　2）No．408（ON．37）〔SM∫1？T2；y㌃4yα〃辺Ta〕：貝葉本，125葉（4a－137’a，中間に欠落あ

り），シ・’ダーンタ～ヒ字、7行。第1章の初（Kn－9．1｛〕）および第XXIII章の後半以降（Kn　435，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ほ12－1に欠落かある。日付はないが，バルブはA．D，11世紀と推定している。

　3）N　o．409（ON．46）〔SMSR　T3；万仰〃va　Tb〕：紙本，231葉，ネーワーリー文字．7－9

行。讃類（1bl－2a21と奥書C23ユa6－231b6）を付す。　EI付はないが，近fCの書写。

　4）No．410（ON．47）〔∫MSR　T4；YZ｛FVaMa　Tc〕：紙本，194葉、ネーワーリー文字、7／8行。

奥書1193b5－194bglかある。パJLフはAD．1799・180（1年に比定するか，『7　t一ゲ’レはA．　D．1806

　　　　　　　ヒ
年に訂正している。

　51No．411（ON．49）〔∫M∫R　T　5；｝fttya，na　Td」：紙本，288葉，ネーワーリー文字、6行。

奥書・287b3－288a6｝がある。1ヨ付はない。

　6）No、412（ON．52）：S，t・fSR　T6；｝泌御ηαTe〕：貝葉本、147葉，ネーワーリー文字に似たシ

・ダーンタ文字，5行。讃頒（℃b1－’Oa2）がある。第XXIII章後半一XXVI章初c　Kn　433．5一

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　お
479．8）、第XXVI章末以降（Kn　479．8－〕を欠く。バ，レフはA．　D．11世紀の書写と推定している。

　7）No．413！0N，54）〔SMSR　T7；YuyaMa　Tf〕：貝葉本，111葉Cfols．1－12，22、43、45、

47－9，　51－4，　57－61、　101，　103－　4，　111，　117、　119，　121，　122、　136，　142－4，　147－53，

156－61、163，164，166を欠く），クティラー文字，5，i6行。
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fols．　13a1　｛正くn

　　　46aレ

　　　55a1（

　　145al　（

　　154a川

　　162aい

　　165al（

　　167al　〈

31．8｝

123．8｝　－　　50b6　1

151，1▲　－141b6　（

406．5）　－　146b5　（

429．51　－　155b5　［

458．51　－　162b5　（

467．1）　－165b5　｛

473、5）　－167b5　（

44b6　［Kn　120．3）

136．7）

396．6）

411．5）

435．4）

461．4．）

470．1）

476．2）

3・‘

バルブはA．D，11世紀の書写と推定している。

　8）No，41410N．62〕〔SMSR　T8；Yzt．va7na　Tg〕：紙本，118葉（1b－119b；fol．107＝Kn

426．2－429．6を欠く］，クティラー文字、8行。奥書i，　119b－7－8）がある。この写本はケルン本

のKの記号で注記したものに当たる。

　9）No．41510N．409）〔SMSR　T9；Yuyama　Th〕：紙本，114葉，ネーワーリー文字，5－11

行。奥書（114a6－1）がある。日付はないか，近代の書写。

　⑨　アジア協会所蔵本

　アジア協会Asiatic　Society〔カルカ・タ1には3本の梵文法華経写本が所蔵されている。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヨう
　1）No．　G　4079〔S、1∫SR　A　1；Yztya〃na　Ab〕：シで一ストリー目録No．12。紙本，215葉，ネー

ワーリー文字、7行。奥付1215a6－b7）がある。フォーゲルはA．　D．1680年と推定するが、バノレ
「i6

フはAD，1679／1680年に比定する。

　2・No．　G　4199こSMSR　A2：｝石w〃1αAc．：シォー一ストリーf．1録No．13。紙本，137葉、ネーワー

リー支字、　7行。奥書　137a7－b7　，iかある。シー・一ストリーとフt一ケルはA．D1713年と推定

するか、バ1レフはA．D．1711，’1712年に比定する。　fo1．107bとfol．108aのあいたーにKn　XIV，308．

8－XXII，404．5に相当する部分を欠いている。　fols．57－99の裏面の右側に新しい数字〔1－42〕

があ｝〕，fols．100－107には〔44－51〕が、　fols，108－137には〔85－114〕が記されている。従って

fo1．107以降には元来〔108－143〕が存在したものとみなされる。

　3．）　No．　B　7〔SMSR　A3；γ吻α％Aa〕：紙本、131葉，ネーワーリー文字，10行。奥書d30b9－

131a4）がある。日付はない。

　⑩　ネパール国立公文書館所蔵本

　ネバールの国立公文書館National　Archives　of　Nepa1（カートマンドゥ1には，ビル図書館

BirLibrary旧蔵本，ヵイゼノレ〔Field－Marshall　Kaiser）氏旧蔵本，ヘムラージIRajaguru　Hemraj

Pandel師旧蔵本が移管されている。以下に関係の目録に基づいて写本の概要を示そう。
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　　A．ピル図書館旧蔵本

　　　　　　　　　　　つダ
　　ビル図書館旧蔵本目録によれば，7本の梵文法華経写本が記載されている。

　　1）kramahka　3／613（viSay諭ka　127）〔｝」uyama　Ne〕：紙本、226葉，ネーワーリー文字，7

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヰ　
　行。フォーゲルはA．D．1840年に比定する。

　　2）kramahka　3／781（visayafika　123）〔｝コィyα勿αNb〕：紙本，179葉，ネーワーリー文字，7

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　リユ
　行。フォーゲルはA．D．1819年に比定する。

　　3）kramahka　3／737（visayahka　129）〔SMSR　N4；｝’zρα〃zαNa／D〕：この写本はかってベ

　ンドールによって調査された写本CNo．23　．）で，ドゥノレバノレ図書館Durbar　Library　lカートマン

　　　　　　　　　　　モヱ
　ドゥ）に保管されていたものの如くである。貝葉本、4葉，リーチャヴィー文字，ビル図書館目

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　お
　録には8行とするも，中村瑞隆教授の調査によれば，3／4行。fo1，　I　al－b4はKn　VII，177，7－

　179．1に対比される。fol．　II　a1－b3は貝葉の形態・墨色ともに他の3葉と異なる、内容は法華経

　に相応する箇所はなく，他方世界の菩薩による八相化儀の示現を説いており、法華経序品の広釈

　と推定されている。fol．　III　a1－b4はKn　IV，102．1－102．15に、　fol．　IV　al－b4はKn　XXVII、　479，

　12－481．5に対比される。

　　4）kramahka　3／240（visay2hka　130）〔】〆α，ηαNc〕：毅〔本、100葉，デーヴァナーガリー文

　字，13行。

　　5）kramahka　3／678　〔？Vogel　3／672〕（visayahka　13〔｝）［SAfSR　N2；｝フィyω〃〔z　N　f〕：貝葉本，

　目録には139葉とするも，fols．2a－138b（fols．1，118－120を欠く1、フ゜ラーチーナネーワーリー

文字，6行。

　　6）kramahka　l／1098（visayahka　132）：紙本，160葉，ネーワーリー文字、9行。

　　7）kramahka　3／259（visayahka　133）〔YitYaMa　Nd〕：紙本，69葉，ネーワーリー文字，9行。

　　B．カイゼル氏旧蔵本

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　れ　　カイゼル氏旧蔵本の内容は長尾雅人教授の調査に基づく目録によって知ることができる。その

中に1本の梵文法華経写本が記載されている。

　　8）No．215〔Yuyama　Kg〕：紙本，ネーワーリー文字。

　　C．ヘムラージ師旧蔵本

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ほ　ヘムラージ師旧蔵本は国立図書館National　Library　of　N　epal目録に記載されており，3本の

梵文法華経写本が含まれている。また，上記の長尾目録に2本が記載されている。

　　9）kramahka　211（visayahka　97）〔｝「uyαma　Ha〕：紙本、175葉（長尾目録は174葉｝，ネーワ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ミら
一 リー文字，7行。奥書がある。フォーゲルによればA，D，1698年に比定される。

　10｝kramahka　144（visayahka97？→98）〔S・VSR　N3〕：貝葉本、73葉，目録には12行と記載す

　るも，実際には6行。破損多し。

　11）kramahka　82（visayahka　99）〔Yuyama　Hb〕：紙本、200葉，ネーワーリー文字，7行。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　さア
奥書がある。フォーゲルはA．D．1852年に比定する。

　　D．マールブルグ協会図書館所蔵マイクロフィルム
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　ネパール・ドイツ写本保存事業NepaI－GerInan　Manuscript　Preservation　Projectのもとに，

ネパール王国政府Royal　Nepalese　Governmentとドイツ東方学協会German　Oriental　Society

によって撮影された梵文写本のマイクロフィルムはマールブルグの協会図書館Society’s

Libraryに保存されている。その中からフt一ゲルは10本の梵文法華経写本について記載して
　め
いる。すなわち，上述した写本：

　No、3／672　（？　678　．）　　〔S，1グSR　N2〕

　　3，’・259

　　1JlO98

　　3．・’781

　　3／613

　　　5／144　　　　　　〔SMSR　N　3〕

　　5／82

　　5／211

の他に，次の2本庚際には3種1

　12）No．4／21〔SMSRNI〕：

a2）がある。

　13）No．4／2P〔SMSR　N　5＝Nユα〕

Nf

Nd

Nb

Ne

Hb

ビルF（］書負官旧蔵本

・ヘムラージ師旧蔵本

　　を記載している。

貝葉本、178葉とするも、実際には176，5行。 奥付『〔176b5－176’

　　　　　　　　　　　　　　　　4、／21の末尾に付せられた2葉（．177a1－178bUはKn　484，

9－487．5　c第XXVII章の一一部）に相当し．前の部分が失われた他の写本の2葉とみなされる。1！フ

丁一ゲノレ｛二言及な「＿〕

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヰヨ　14）No．4／217〔Yitivama　N　g〕：紙本，249葉。フrt一ゲルはA．　D．1842年に比定する。また奥

書の末尾に第2の日付｛A．D．1832）があるが，フォーゲルは書写の日付ではないとみなLて
　　うり

いる。

　⑪　京都大学文学部図書館所蔵本〔｝’iO・a）na　Ky：

　1910年に榊亮三郎博士がカートマント’ウで入手した梵語仏典の写本は，京都大学梵丈学研究室

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ヨ

に保管されて、足利惇氏教授によってタイプ版の目録が印刷されていたが，現在は同大学文学部

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　うニ図書館に移管され，五島清隆・野口圭也両氏によって内容目録が整備された。No，110（E　295｝：

140．葉、9－12行。

　亘　アジア博物館所蔵本

　アジア博物館ベトロボリ＝レニン’」ラード　アジア局図書館　Library（）f　the　Asiatic　Depart・

ment、Ag．　iatic　Museumに1本ク）驚文；：上華経写イ．〈が所蔵され，　ミロノブ　N．D．　Mironov：ク）B録

に記載されている。No．417（Dep．　As．1〔｝59）　｝’ir．1’a｝iia　L　：祇本，135－3葉、ランジ・・十一一七

字　．部分的にはケンプリ　・ジ：与本Add．1643午に近い1］世〕1己ゾ）文字，56行。チベ　　ト之1｝二で琉

語の標題Saddharmap［1【〕dahka－nama－n〕ah烈y烈nasOtra　viharati　smaがある。
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⑬　クンデリン寺所蔵本

　サーンクUトヤーヤ十が1929－3〔〕年にチベ・ト調査旅行した際に，ラ峠のクンテUンLKun　bde

　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヨglihg）寺で梵文法華経写本を発見している。　vo1、1、No．2〔γξ4」㊨〃ノ∠z　S　：穴葉本．マーガディ

ー 文字、5行，NE．200？＝980？A．　D，

　SJ　サキャ寺所蔵本

　1936年にサーンクリトヤーヤナがチベttt・トのサキヤ寺で発見Lた2本刀梵之法華経’り：本の中で，

現在，民族之化宮図書館　北京1に保管されている写本‘第0004号　以外力他二「・14－〈は、貝葉，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ニニ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コハ

158葉、ランジぐ＋一文字、5行てあ一、たといi。ぺf．「クはA．D．1〔｝56frに比定Lている．

［21　カシミール（ギルギット）本

　1935年にカシミールのギルギ・トの北約4．8kmにあるfム塔C〔ナウプル村，から多数の白樺樹皮
　　　　　　　　　　うマ
と紙の仏典が発見された。大部分の写本は直立グプタ文字で書かれ，東トゥノレキスターン出土の

写本よ「）少し遅く，A，　D，6－7世紀とダットは推定している。写本は62種の書名からなり，そ

の蒐集本の大部分は，ラグ・ヴィラ［Raghu　Vira　’）等によって，

　　S「ala－P『故々α，　International　Academy　of　Indian　Culture，　New　Delhi

の中に公刊されている。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　さヨ
　ローケーシュ・チャンドラ　c　Lokesh　Chandra）によれば，蒐集本中の法華経について，

　Serial　No．44　S　addharmapundarlkas［itra　　　　　　　　　　　　　　18菜

　　　　　No．　45　”　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　125葉

　　　　　No．47　”　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　34襲

　　　　　No，48　PF　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　41葉

　　　　　No．49　Saddharmapul｝dar］kadharmaparyaya　　　　　　　2襲

　　　　　No．50　Prajfiaparamita　　　　　　　　　　　　　　　　　　lO葉牢

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＊；：去華ポ圭2葉が含まz　iLる

と報告されている。しかし，ギルギ・ト出土の写本はその全貌が明らかにされないうちに，多く

の葉数が個々に売却されて散侠した。上記の写本はその主要部分である。

　①　インド連邦公文書館所蔵本

　インド連邦公文書館National　Archives　of　lndia　tニューデリー1に所蔵されている梵文法華

経写本は6種に分類されている。この中のSerial　Nos．44，45，47、48，49／．　Box　V｝は，1974

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　うり
年にラグ・ヴィラとローケーシュ・チャンドラによって写真版として刊行された。
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　1）Serial　No．44〔SMSR　D2；Ylt＞ia　ma　Gh〕：白樺樹皮本，14葉（写真Nos．2785－2812），

10／11行。fols．65，91－95，103の数字がある。　fols，92，93，94，95は二つに切断されているの

で，国立公文書館では葉数の合計は18とされている。

　2＞Serial　No．45〔SMSR　D1；γ2仰ηzαGi〕：白樺樹皮本，120葉（写真Nos．2813－3051’）。8

そ丁。　fols．1－3，　＊4、　5－8，　10－17，　＊18、　24、　29－36，　＊38，　’39，　40－68，　・69、　70－75，　109－

128，128’、129－137，＊138，＊139，140－144，＊145，146－153，166－172、＊173の数字が保存さ

れている。写真Nos．3031－3032　Cfol．115）はSerial　No．47〔写真No，3118，　fo1．114）に継続

する内容を含むので，〔StLfSR　D2：に編入した。写真Nos，3049－3051は法華経本文中に比定箇

所を見出しえないので，奥書として取り扱った。

　3｝Serial　No．47〔SMSR　D21｝Mη”20　Gj〕：白樺樹皮本，34葉（写真Nos．3053－3120），9

行。末葉（写真Nos．3119－3120）は他のテキストに属したものとみなされる。　fo1．114（写真Nos．

3117－3118）は11行よりなり，他の写本に属したものと推定される。fols．5，’7，11，14－23、

27－35の数字が保存されている。写真No，2788　LSerial　No．44，　fol．’66：10行）から写真No．

3097（Serial　No．47：9行）へは1葉の間隔で内容の連続が認められる。行数の相違があるので、

同一写本の断定に疑義が残るが，便宜ヒfoL＊68を付した。従って本書では、写真Nos．3097－3116

はfol．牟68a－’77bとして整理されている。

　4）Serial　No．48〔SMSR　D3〕：自樺樹皮本，48葉（写真Nos．3121－3216）、11行。

fols．＊21－’30、　31，　傘32－＊33、　34－39，　寧40、　95．　＊96，　寧99，　115－120，　124－126，　＊127．　128，　傘134

の数字が保存されている。

　51Serial　No．　49．〔S、VSR　D2〕：白樺樹皮本，2葉1写真Nos．3217－3220〕，10行。　Serial　No．

44と同じ行数であるところから同’の写本に属するかもしれない。写真NO．3217は写真No．

2802（fol．’98b）に継続する内容を含むのでfo1．’99を付した。

　6）Seria1　N　o．50〔SMSR　D5〕：白樺樹皮本，2葉　「．　R・ヴィラとL・チャンドラの出版

に含まれない。　ll★a　5行残存、　Kn　237．14－241．2はSerial　No．44、写1⊇No278565a7

－
11　の右｛則に、　牢b　6行残存．　KII　L）40．6．241、2　i；’」」：真No．27S665b］－6　：T）右川1」に符・合する，

c2）’a　7行残存、　Kn．375，9－376．1〔LはSerial　No．44、写真No28〔｝1＊98a　3－957）ぞf側に、＊b

　8行残存，Kn，376．］2－378．31は”∫真No．2802卓98b　1・－81の右側に符合する。

　1972－79年に渡辺照宏博士は、－L記インド連邦公文書館所蔵本の中でSerial　No．45をGroup　A

L∫」V＆PD1〕，　Serial　Nos，44，45‘写真Nos．3021－3032、47をGroup　B／SMSR　D2〕　とし

　　　　　　　　　　さご
て，写真版とローマ字版を出版した。さらに1979年に戸田宏之教授は、これに欠けているSerial

No．491写真Nos．3217－3220）をGroup　Bとして，　Serial　No．48をGroup　Cとして，ローマ
　ぢヒ

字版を公刊している。

②　大英博物館所蔵本（・S，NfSR　D3〕

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　りご上記ギ1レキ　ト出lzzの梵文法華経写本中の8葉　7葉てはない、はかつてア・カンfJ．　Hackin｝
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　によって蒐集されてギメ博物館Mus6e　Guiment（パリ）に保管されていた。その中の2葉にっい

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぐバ
　ては、逸早くレヴィ〔S．　L6vi）によって写真とローマ字のテキスi・が公表された。その後8葉中

　　　　　　　　　　　　　　　
チハユ

　の7葉は大英博物館に移管された。MS．　No．431，0r．11878B：ジ1レギ’ト出t、7　’8世紀。

　　この中の6葉は本田義英教授・出口常順氏によって撮影して将来され、写真版として刊行され

　た〔以下，本田本と略す〕。またその中の3葉はW・バルブによって写真版とローマ字のテキスト
　　　　　　　　　ちる　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぐい

　が公表されている。次いで小島文保氏は本田本の6葉のローマ字のテキストを公表した。また最

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　さド
　後の1葉は兜木正亨教授によって写真が将来されて紹介された。その後，渡辺博士は前記キルギ

　ttttト出十法華経写本の出版に当って，7葉の写真とローマ字のテキストをGroup　Cとして掲載し

　ている。さらに、S．レヴィによって公表された1葉．叶面　のローマ字のテキストは，上記の

　　　　　　　マい
　戸田教授の出版中に含まれている。大英博物館所蔵本と刊本との関係は次の通りである。

Fol．

No，

？a

Ia

Ib

IIa

IIb

IIIa

IIIb

IVa

IVb

Va

Vb

VIa

VIb

VIIa

VIIb

ー
’
i
n
　
－
g
　
－
v
’

Yuyama Kn

〔Ga〕　192．4－1942

　　　251．2－252．3

〔Gb〕　252．9－253．16

　　　254．1－255．13

　　　255．13－257．2

　　　272．6－273、12
〔Gc〕

　　　273．12－275．4

　　　436．3－438．1
〔Gd〕

　　　438，1－439．6

　　　443．2－444．7
〔Ge〕

　　　444．7－445．7

　　　480．8－482．3

　　　482．4－484．3

　　　487．1－5
〔Gf〕

　　　Colophone

JA
CCXX　本田　バルブ
No．

　4
225

226

227

228

239

230

231

232

233

234

6a　　235

6b　　236

○

○

○

O
C
〔．

）

小島　渡辺　戸田

し

○

○

こ

二
二
C

c）　
〈
／
）
　
c
）
　
o
　
（
）
　
｛
）
［
）
　
c
）
　
／
1
）
ご
）
〔
）
　
L
．
）
　
（
L
／
）
　
o

○

③　M．A．シャー氏所蔵本〔SMSR　D3；YzlYan？a　Gg〕

　ラホールのM．A．シャー（Shah）氏がパパソト（P．　V，　Bapat　l氏に資料の比定を依頼した断

簡（約275葉）の中に，梵文法華経写本の1葉が含まれていた。直立グプタ文宇，10行。パパ・ト

　　ニヒ
の論文中に，この写真とデーヴァナーガリー転写が付せられており、戸田教授は上記の出版中に

　　　　　　　フヱ
これを含めている。

　　Plate　III　a　Kn　417．1－417．9

　　　　　111b　Kn　417．9－418．4
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　④　サー・プラタブ・シング博物館所蔵本〔SMSR　D4〕

　1976年にヒニ＝一バー〔Oskar　von　HinUber）はカシミールのサー・プラタブ・シング博物館

Sir　Pratap　Singh　Museum（スリナガル）所蔵の梵文写本中に，法華経の写本があることを発見

した。これは1938年にシャストリtM．　S，　Kaul　Shastri）によってギルギットの近くのナウプル

で再発掘された際に出土した写本の一部とみられる。この写真版とローマ字のテキストがヒニュ
7z

ー バーによって出版された。

　　白樺樹皮本，30葉，直立グプタ文字，8行。＊45一55，56、’57，＊58、59－64、皐65一74b。

　　第III－WI章に相当するtKn　91．12－169．7〕。

（3）　西域（中央アジア）本

　19世紀末から20世紀初にかけて，中央アジア探検隊が派遣されて，多くの梵語仏典の写本が発

見された。それらの中にかなりの種類の梵文法華経写本が含まれている。これらの写本は，出土

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
アヨ

の地名および発見者の名前によって種々に呼はれている。

　①　ソビエト連邦科学アカデミー東方学研究所所蔵本

　中国新彊省のカシュガ・し・Kashgar〕駐在のロシア総領事ペトロフスキーN．　F．　Petrovsky）

か1903年に入取した写本は、ソビエト連邦科学アカデミー東方学研究所Institute　of　Oriental

Studies、　USSR　Academv　of　Scienceルニングラード1に所蔵されている。

　1）SI　｝〈ペトロフスキー本〉〔SMSR　O〕：紙本、394葉（291葉＋108断簡；元来は459葉から

なる写本であったが、散f失して他の蒐集本中に含まれる），能書体直立グプタ文字tCalligraphic

Upright　Gupta　ScripO　．7行。　A．　D，7／8世紀の書写と推定されている。巻頭にラーフラバド

ラの讃項（3al－4b5；とジャラプニャt　Jalapufialによる祈請文c4b5－6b4　i，巻末に奥書げ459b2－

9｝が付せられている。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　アら
　この写本に対する研究は，早くから真田有美・清田寂雲両教授によって部分的に公表されてきた

か，1976年にローケーシュ・チャンドラによって写真版が公刊された。また戸田教授は，このテ

キストのローマ字版を刊行してきたか，1981年に中央アジア出上の断簡をも含めた書物を出版
　　マト

した⊂以下、戸田本と略す〕。

　2）ペトロフスキー蒐集断簡

　ペトロフスキー蒐集の梵文写本の中に，上記O本の他に，多数の梵文法華経写本が含まれてお

り、ボンガード・レヴィン　．G．　M．　Bongard　一　Levin　／／とトヨンキン　cE．　V，　Tyomkin）は3葉

の断簡を公表した。

　Fragment　No．1［P　901　L∫、11SR　Ff〕，1葉，直立グプタ工字、9行。　Kn　I，16．5－18．8；

　　戸田本p．263，
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Fragment　N　o，2［P90a］〔SMSR　Ff〕：1葉，直立グプタ文字，9行。　Kn　IV，105．10　－107．9：

　戸田本p．263．

SI　＆cgu〔SMSR　F6〕：紙本，1葉，能書体直立グプタ文字、6行。1890年にペトロフスキーが

　蒐集し、比定されない写本として処理されていた。KnVI，145．7－146．13；Ol41b7－142b7；

　湯山博士はこの写本をペトロフスキー本，ネパール本、チベ’　1’語訳とt寸比してローマ字テ

　キストを出版した。戸田本p．318．

　1985年に、ヴォロビエオワ・デシャトフスカヤ（MLVorobyova－Des｝’at‘）vskaya1は7種

　の写本に属する85葉（断簡を含む1の写真版とローマ字本を公刊Lた．ポンヴード・レヴィ

　ンによれば、すべて貝葉本であると言う。

Spisok　I，　SI　i2≒1：1葉，能書体直立グプタ文字，6行。

　　〔Ris．22－23、　SP　No．1〕　fo1．［1］4［6］a－b，　Kn　VI－VII，154．13－156，4　S　，M　SR　Fa〕

Spisok　I，　SI　£：31葉・1断簡，能書体直立グプタ文字，6行。〔sMSR　Fal

〔Ris．24－25，　SP　No．2〕

〔Ris．26－27，　SP　No，3）

〔Ris．28－29，　SP　No．4〕

〔Ris．30－31、　SP　No．5〕

〔Ris．32－33，　SP　No．6〕

〔Ris．34－35，　SP　No．7〕

〔Ris，36－37，　SP　No．8〕

〔Ris．38－39，　SP　No、9〕

〔Ris．40－41，　SP　No．10〕

〔Ris．42－43，　SP　No．11〕

〔Ris．44－45，　SP　No．12〕

〔Ris．46－47、　SP　No．13〕

〔Ris．48－49、　SP　No．14〕

〔Ris．50－51、　SP　No．15〕

IRis．52－53．　SP　No．16／i

〔Ris．54－55，　SP　No，17）

〔Ris．56－57，　SP　No．18〕

．Ris，58－59．　SP　No，19

1Ris．60－61、　SP　No．2｛jl

Ris．62－63，　SP　No．21’‘

〔Ris．64－65、　SP　No，22．

］Ris．66－67、　SP　No．231．

fol．287／62a－b；Kn　X－XI，237．4－239．3

fr，7a－b；Kn　XI、242．11－243．9

foL　295a－b；Kn　XI，244．4－245．10

fo1．296a－b；Kn　XI、245．10－246．6

foL　297／［7］2a－b；Kn　XI，246．6－247．7

fo1．298／［7］3a－b；Kn　XI，247．7－248．3

foI．299／［7］4a－b；Kn　XI，248．3－13

fo1．300”75a－b；Kn　XI，248．13－249．11

fo1．301／76a－b；Kn　XI，249．11－250．11

fo1．302’［7］7a－b；Kn　XI、250．11－251．12

fo1．303／［7］8a－b；Kn　XI、251．12－253．8

fo1．304／［79］a－b；Kn　XI，253．8－255．5

fol．306・［811a－b；Kn　XI，256．1〔｝－257．］l

fol．31691a－b；Kn　XII、268．10－269．10

fol．　i32〔｝1，95a－b；Kn　XII－XIII、274．5－275．10

fol．3［2ユ］「19：6（？）a－b；Kn　XIII、275．1〔［－276．10

foL　324a－b；Kn　XIII、279．1（1－281．12

fo1．「433］a－b：KII　XXII、406．4－4〔｝7．3

fo1．　L43・1］a－b；Kn　XXII、407．4－408．3

fol．．435．a－b；Kn　XXII，408，3－15

fol．．436．a－b；Kll　XXII，409，1－41杜2

fol．［437］a－b；Kn　XXII，・11i）．3－4］12



　　「Ris．68－69、　SP　No，24〕

　　〔Ris．70－71、　SP　No，25〕

　　〔Ris．72－73，　SP　No．26〕

　　〔Ris，74－75、　SP　No。27㍉

　　こRis．76－77、　SP　No．28戊

　　〔Ris．78－79，　SP　No．29〕

　　「Ris．8〔｝－81，　SP　No．30〕

　　〔Ris．82－83、　SP　No。31」

　　LRis．84－85．　SP　No．32）

　　〔Ris．86－87，　SP　No．33〕

Spisok　IL　SI　ni！1’ii：

　　LRis．88－89，　SP　No，34〕

　　〔Ris，90－91，　SP　No．35〕

　　〔Ris．92－93，　SP　No．36〕

　　LRis．94－95，　SP　No．37］

　　〔Ris，96－97，　SP　No．38〕

　　〔Ris．98－99，　SP　No．39〕

17葉・4断簡，能書体直立グプタ文字、

　　〔Ris．10｛ト101，　SP　No．40〕

　　〔Ris．　IC｝2－lr｝3，　SP　No，41〕

　　〔Ris．104－1｛｝5，　SP　No，42〕

　　〔Ris．106－107，　SP　No，43］

　　〔Ris，108－109、　SP　No．44〕

　　〔Ris．110－11LSP　No．45〕

　　〔Ris．112－113、　SP　No．46〕

　　〔Ris．114－1］5．　SP　No．47〕

　　〔Ris．116－U7、　SP　No．48〕

　　〔Ris．1ユ8－119、　SP　No．49〕

　　〔Ris．120－121，　SP　No．50」

　　〔Ris．122－123，　SP　No，51〕

　　〔Ris．124－125，　SP　No．52：

　　二Ris．126－127、　SP　No．53〕

　　こRis．128－129，　SP　No．54〕

Spisok　II，　SI　9’：

　　〔Ris．130－131、　SP　No．551

梵文法華経写本の研究（塚本）

foL［438］a－b；Kn　XXIL　411．2－412．3

fo1．　L439］a－b；Kn　XXIL　412．3－12

foL　440．〔5］4（？）a－b；Kn　XXII，413．1－1（）

fol．446a－b；Kn　XXII、419．2－42⊂｝．3

fol．445a－b；Kn　XXIII，429．1－430．7

fol．459／76a－b：Kn　XXIII，434．3－435．7

fo1，460、「77a－b；Kn　XXIIL　435，7－436．7

fol．46L2」a－b；Kn　XXIV．438．6－440．1

fo1．463a－b；Kn　XXIV、44｛｝．1－44L6

fol．481a－b：Kn　XXV，468．1－469．4

　　　　　　　　　　　　　　5行。　L＆母∫∫1ぞFb」

fr．　a　（？）、　b　（？）

fol．　L6」a－b；Kn　I，2．5－3．1

foL　7a－b；Kn　I．3．1－7

fo1．8a－b；Kn　I、3．7－4．l

foL　ga－b；Kn　I、4．1－10

fol．10a－b；Kn　L　4．10．－5．2

1断簡，能書体直立グプタ丈字、

fol．11a－b；Kn　I，5．2－9

fr，4a－b；KnI．21．11－19

fr．2a－b；KnI、22．1－7

foL　57a－b；Kn　II、37．7．－38．8

foL　60a－b；Kn　II，39．11－4（1．6

fo1，105a－b；Kn　III，70．13－7L6

fr．3a－b；Kn　III，88．1－89．1

fo1．147a－b：Kn　IV、1〔〕0．2－9

fo1，149a－b；Kn　IV．10〔L9－101．13

fol，150a－b；Kn　IV、101．13－102．5

fo1，151a－b；Kn　IV，102．5－12

f（．｝1．152a－b；Kn　IV、1｛〕2．12－103．4

fol．153a－b；Kn　IV，103．5－12

fol．240a－b；Kn　V－VI，143．3－144．4

fol．316a－b；Kn　VII、173．］2－174．9

　　　　　　　　　5行。　LSMSR　Fb〕

fr．　a－b；Kn　VII－VIII，19．　7．12－199．12
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Spisok　III，　S貫：1葉・2断簡，

　　　〔Ris，132－133，　SP　No．56〕

　　　〔Ris．134－135，　SP　No．57〕

　　　〔Ris．136－137．　SP　No，58〕

Spisok　IV，　SI；：17葉・2断簡，

　　〔Ris．138－139，　SP　No．59〕

　　〔Ris．140－141，　SP　No．60〕

　　〔Ris．ユ42－143，　SP　No．61〕

　　〔Ris．144－145，　SP　No．62〕

　　〔Ris．146－147．　SP　No．63〕

　　〔Ris．148－149，　SP　No．64〕

　　〔Ris．150－151、　SP　No．65〕

　　〔Ris．152－153．　SP　No．66〕

　　〔Ris．154－155、　SP　No．67〕

　　〔Ris．156－157、　SP　No，68〕

　　〔Ris．ユ58－159，　SP　No．69〕

　　〔Ris．ユ60－16ユ，　SP　No．70〕

　　〔Ris．162－163，　SP　No．71〕

　　〔Ris．164－165，　SP　No．72〕

　　〔Ris，166－167，　SP　No．73〕

　　〔Ris．168－169，　SP　No．74〕

　　〔Ris．170－171，　SP　No，75〕

　　〔Ris．172－173，　SP　No．76〕

　　〔Ris．174－177，　SP　No．77〕

Spisok　V，　SI』：5葉，　－L⊥

　　〔Ris．178－179，　SP　No．78）

　　〔Ris．180－181，　SP　No．79〕

　　〔Ris．182－183，　SP　No．80〕

　　〔Ris，184　一　185，　SP　No．81〕

　　〔Ris．186－187，　SP　No．82〕

Spisok　VI；SI晶：1断簡，

　　〔Ris．188－189，　SP　No，83〕

Spisok　VI；SI晶：1葉、

　　〔：Ris．190－191、　SP　No，84〕

　　　　　　　法華文化研究（第13号）

　　　　　　能書体直立グプタ文字，6行。〔S，1　・／∫RFc］

　　　　　　fol．［4］a－b；KnLl．5－2．11

　　　　　　fr，1a－b；Kn　XVIII，357．1－358．10

　　　　　　fr、3a－b；Kn　XXVI、4772－478．9

　　　　　　能書体．直立グプタ文字、5行．：SMSR　Fd）

　　　　　　fr．19a－b；Kn　I、12．9－15

　　　　　　fol．183（？）a－b；Kn　VII、165．11－166，7

　　　　　　fo1．186a－b；Kn　VII，167．11－168．1

　　　　　　fr．］8a－b；Kn　VII，172．8－．173．2

　　　　　　fol．23［1］a－b；Kn　VIII，204．12－2〔〕5．13

　　　　　　fol．232a－b；Kn　VIII．205．13－206．9

　　　　　　fol．233a－b；Kn　VIII．2｛．）6．1〔｝－207．9

　　　　　　fol．　L234」a－b；Kn　VIII．207．10－208．11

　　　　　　fol．248a－b；Kn　IX．221．5－222．4

　　　　　　foL　289a－b；Kn　XI．2462－・11

　　　　　　foL　311a－b；Kn　XI．264．15－265．9

　　　　　　fol．｜3123a－b；Kn　XIII，275．1〔）－276．6

　　　　　　fol．3（6？）3a－b；Kn　XIV、31〔．）．8－311．3

　　　　　　fo1．385a－b；Kn　XVI、3282－12

　　　　　　foL　386a－b；Kn　XVI，328．12－329．15

　　　　　　fol．4［？］3a－b；Kn　XXIV，442．7－443．8

　　　　　　fo1．4［？］4a－b；Kn　XXIV、443．8－444．11

　　　　　　fol．4［？］5a－b；Kn　XXIV，444．11－445．9

　　　　　　fol．550a－b；Kn　XXVI，481．9．　－482．8

［目．Ltグプタ文字、5行。〔∫〃SR　Fel

　　　　　　fol．248a－b；Kn　VII、183．5－184．1

　　　　　　fol．249a－b；Kn　VII，184．1－1i

　　　　　　foL　250a－b；Kn　VII、184．11－185．7

　　　　　　fol．251a－b；Kn　VII、185．7－186．5

　　　　　　fol，25i2；a－b；Kn　VII、］86．．5　一　187．1

簡，直立グプタ文字，9行、’LE　MSR　Ff）

　　　　　　fr．　a－b；Kn　L　16．5－18．8＝Fragment　No．1

直立グプタ文字、9行。〔SMSR　Ff’I

　　　　　foL　40a－b；Kn　IV、1〔）5．10－1〔〕Z9＝Fragment　No．2
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　Spisok　VII；S峠：1葉，直立グプタ文字，10行。〔SMSR　Fg〕

　　　〔Ris．192－193，　SP　No．85〕　fo1，166a－b；Kn　XXI－XXIL　402．14－405．1

　②　英国インド省図書館所蔵本

A．スタイン蒐集本

　1〕ドモコ周辺出土本

　スタイン［Aurel　Stein）の第2回の中央アジア探検i．　1906－8年）において、バドノレッディー

ン・ハーン　c／　Badruddln　Khan　）によって，コータン特にドモコ〔Domoko）周辺の遺跡で蒐集さ
　　ほヨ
れ写本の中に7葉の梵文法華経の断簡が含まれている。インド省図書館に保管されているものと

推定される。パージテルと戸田教授のローマ字テキストが公表されている（ホは写真・テキスト不

明）。

　＊Balaw．0153：紙本，1断簡。パージテルはKn　XIII、281（versel9）　一　282．13に比定する。

　Domoko，0120〔P1．　CXXIL片面のみ1：紙本，1断簡，直立グフ゜タ文字，6行。　Kn　III，79，10－

　　80．5；086a7－86b6：戸田本p．271。〔SMSR　F3〕

　Domoko．　0124〔PL　CXXXI，片面のみ〕：紙本、直立グプタ文字、6行。　Kn　l，12　．　15　一　14　．　L）：

　　O！gb2－20a4；戸田本p．269。〔SMSR　F3〕

　Ile－dong．09〔Pl．　CXXI，片面のみ〕：1断簡、直立グプタ文字，6行。　Kn　XXVI，478．9－

　　480．5；0451b2－453al，テキスト（両面）：Pargiter　pp．1020－1；戸田本pp．273－4。

　　　　〔Sル1SR　　F3〕

　＊Khad．016：紙本，1断簡。パージテルはKn　XVIII、355．3－356．10に比定する。

　Khad．019〔PL　CXXII，片面のみ］：紙本，直立グプタ文字，1断簡、6行。　Kn　III，76．14－

　　77．10：0　82b3－83b1．ローマ字テキスト！両面）：Pargiter　p．1021，戸田本p．271。

　　　〔SMSR　F3〕

　’Khad．027．紙本，1葉，直立グプタ文字。パージテルはKn　ll，　pp．57－9、　verses　134－43

　　に比定する。

　2’カーダリク出上本

　スタインか第2回の中央アジア探検119〔〕6－8年｝において、コータンの東方115kmのカーダ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロペリクt　Khadalik　）で発見した写本は，インド省図書館「ロンドン・に保管されてお1〕、その中に

梵文法華経の写本や断簡が多数含まれている。比定される写本漸簡を含めて〕は69葉を確認し

うる。L’はヘルンレによって法華経の一部と推定された断簡。写真・テキストは不明）。紙本，直

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　バ立グプタ文字。関係の写真は「インド省図書館所蔵スタイン蒐集写本のマイクロフィルムゴ以下

SC　fol，と略すおよび本田本に収載されてお｝〕，ローマ字テキストはP田教授によって出版されて

いる。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ペロ　Kha．（」011〔SC　fol．40＝本田本　57－58］：1葉、10行。ローマ字テキスト：真田氏と戸田本

　　p．268，こSMSR　F2＼
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Kha．　OO13．　b：（1）〔本田本1－2〕1葉，5行。　Kn　I、1．8－2．8；07a1－7b7：戸田本p．278，

　　〔SMSR　F3〕　〔2）〔本田本　245－246〕：1葉，8行。　Kn　X　I，261．3－262．5；戸田本p．279．

　　〔SMSR　F3〕

Kha．0014．　b　c3｝L本田本9－10〕：1葉、7行残存。　Kn　II，29．9－31、13．ロー一マ字テキスト：

　　　　　ゴ
　本田博士と戸田本p．273．〔∫MSR　F3〕

Kha．　i．24，33，35、36〔本田本3－6〕：2葉！4断rk　．］，11行。　Kn　I，12．15－21．1．ローマ

　　　　　　　　　　　　　　　　
ふさ

　字テキスト：ダ・／ト本（ミロノブ）と戸田本pp、265－268．〔SMSR　F2　j

Kha．　i．28〔SC　fol．44〕：2葉17断片）。（1）4行残存。　Kn　XV．320．1－320．7：戸田本pp．

　286－7．1Q　SMSR　F4〕　（2）5行残存。　Kn　X　V，320．10－321．9：li田本p．287．〔SMSR　F4〕

Kha．　i．58．　b〔SC　fol．　47〕：1葉（6断片中の1断片），5行残存。　Kn　XXV、441，6－441．14：

　戸田本p．294。〔M4∫RF4〕

’ Kha．　i．66　（1）：1葉，4行。対告老Mafiju§ri，比定箇所不明。

＊ Kha，　i．74．　b（2）：1葉，小文字で9行、比定箇所不明。

Kha　i．92．　b〔SC　fol．51＝本田本　237－238〕：1葉，5行。　Kn　I、22．2－22．14：029b6－

　30b2；本田本p．281．〔SMSR　F4〕

Kha，　i．102〔SC　fol．　53＝本田本13－14〕：1葉，5行。　Kn　II，52．12－54，1：戸田本pp．273－

　　4．〔SMSR　F3ユ

Kha．　i，134．　b　U｝〔SC　fol．57＝本田本　15－16〕：1葉、7行。　Kn　ll、55．14－．57．4：061bユー

　62b2；戸田本p．　L）　70．〔SMSR　F3〕

’Kha．　i．134．　b（2）：1葉，7行残存1元来は10／11行〕，破損多し．比定箇所イ魂。

’Kha．　i．171．　b：4断片。その中3断片は多分法華経。比定箇所］朔。

Kha．　i．174．c〔SC　fol．59＝本田本　17－18〕：1葉，8行。　Kn　ll，56，12－58．14；戸田本p．

　　274．〔SMSR　F3〕

Kha．　i．177：2葉，8行。　cl〕〔SC　fol．60＝本［H本　219－220〕　Kn　XXIV，444．12－446．10，

　戸田本pp．274－275，〔SMSR　F3〕　i，2）〔SC　fol．60＝本田本　221－222〕Kn　XXIV－

　XXV，456．1－458．5：戸田本p．275．こS．M　SR　F3〕

Kha．　i．185．　c，　186：2葉，5行残存（6行の痕跡あ1川。〔1）〔SC　fol．61二橿1体　19－20〕Kn

　X，224．3－225．8；戸田本p．276，〔SMSR　F3〕（2）〔SC　fol．6］二本田本　21－22〕Kn　X，

　225．11－226．10；戸田本p．276．〔SM∫RF3〕

’ Kha．　i．213：11断片を含む。

Kha．　i．214．〔SC　fol．65＝本田本　11－12、：1葉，能書体直立グプタ七字、5行。　fo1．39の数

　字がある。Kn．　I　I，30．3－31．5，ローマ字テキスト：本田博士とfii　［1］　4c　pp．269－70．：∫il∬Sf？

　F3

Kha．　i．215．　a〔SC　fol．66＝本田本　181－182〕：1葉，9行。　Kn　XVIII、361．13－364，12：

　戸田本p．275．〔SMSR　F3〕
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Kha．215．　b，216，217〔SC　foL　66〕：1断片、3行残存。　Kn　l，7．3－7．11；戸田本p．280．

　　1：SA・ISR　F3〕

Kha．　i．219〔SC　fol．66＝本田本　271－272〕：1葉，4行残存，　Kn　XXI，395．2－395．8；O

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　り
　380b4－381a4，ローマ字テキスト：真田氏と戸田本p．291．11　SMSR　F4〕

Kha．　i，222，　b〔SC　fol．67〕：1断片、4行残存。　Kn　XXVI，477．2・－477．9；0450a4－450b4：

　戸田本p．　295．〔S、M∫RF4J

Kha，　i、223．　b〔SC　foI．67：．：1断片，2行残存。　Kn　XIV，299．7－299．13；0287al　一　287a4

　F1田本p．286．〔SMSR　F4〕

’Kha．　i，303．　b：1葉、8行。比定箇所不明。

Kha．　i．305，　b（2）〔SC　fol．　67＝本田本　275　－276：1葉，5行残存。　Kn　XXI，403．6－403．9：

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　むヒ
　XXV，457，2－457．7（陀羅尼品から妙荘厳王本事品へつつ「O。ローマ字テキスト：真田教授

　と戸田本p．295．〔SMSR　F4〕

Kha．　i．31La〔SC　foL　68＝本田本　187－188〕：1葉13断片e、8行。　Kn　XIX－XX，383．8－

　386，3：0370a6－371b3；f・i田本p．277．　L　SMSR　F3〕

Kha．　i．317．　b：2葉，5行残存。（1）〔SC　foL　69＝本田．本　265－266Kn　XIX，380．3－380．12：

　0366a5－367a2；戸田本p．290，〔∫〃SRF4」　（2）〔SC　fol．69＝本田本267－268〕Kn　XIX，

　381．1－381．8；0367a3－367b6；戸田本p．290．〔SMSR　F4〕

Kha．ii．］0〔SC　fol．70〕：1断片，4行残存。　Kn　XXVII，485．1－485．7；0456b6－457a6：

　戸田本p．295，〔SMSR　F4〕

Kha．　vi．12、13〔SC　fol．711　11断片，2／3行残存。　Kn　VIII－IX，214．5－215：0230a6

　203b2；戸田本p．285〔SMSR　F4〕

Kha．　ix．1．3：3葉，43行残存。川、SC　foL　84＝本田本254　一　2531Kn　XVIII．360．2－360．6：

　0346a3：346b3；戸田本p288．　ISM∫R　F4〕　（2）［SCfo1．84＝本田本　255－256〕Kn

　XVIII、360．13－361．3；0347a5－347b3；Pt田本p．289．〔SMSR　F4　．i　〔3）〔SC　fo1，84〕

　Kn　XXIII，430．7－430．12：0415a5－415b3；戸田本p．293．〔∫MSR　F4　j

Kha．　ix．15　　〔SC　fo1．72＝本田本　217－218〕：1葉，　5行。　Kn　XXII、427．4－427．14：0

　411b4－412b2：戸田本pp．292－3，「SMSR　F4〕

Kha．　ix，16．　a，　b’4葉（二っの1｛きな部分と五っの・」・断叶，能書体直立グプタ文字。川IISC

　foL　74＝本田本　59－60　J！：8行。　Kn　XV．320．11－321．10：0：309．　b6－310b6；戸田本p272，

　　IS．NfSR　F3〕　〔2）〔SC　foL　73＝本田本　61－62］：8行。　Kn　XV、321．IC）　一　3L72　．7：0310b6－

　311b7；Ei一田本p．272．1SMSR　F3、　（3｝〔SC　fol．73＝本田本　247－L）48’，3行残存。　Kn

　XV、319．3－319．7：0308a1－3（18a6：Pt田本p．286．「SMSR　F4〕　｛4）「SC　fol．75：2

　行。Kn　I、22．2－22．5；029b6－30a1：戸田本p．281．　f　SMSR　F4〕

寧Kha．　ix．17：13断片。比定箇所不明。

Kha．　ix，18［SC　fol．75＝本田本　177－178：1葉12断Li．1、8行残存。　Kn　X　VH，347．1一
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　　　347．11；0333a6－334a7；戸田本p．277．〔SMSR　F3〕

　　Kha．　ix．　21〔SC　fol．　75〕：1葉〔2断片），5行残存。右側にKha．　ix．　42（5）〔SC　fol．80＝本田

　　　本　261－262〕が符合する。Kn　XIX，379．3－379，13；0365a1－365b7；戸田本p．296．

　　　　〔SMSR　F4〕

　　Kha．　ix．22〔SC　fol．75〕：1葉，3／4行残存。　Kn　VI，147．7－148．8；0143a6－144a5；戸田

　　　本p．298．〔SMSR　F4〕

　　Kha．　ix．23〔SC　fol．　212＝本田本　7－8〕：1葉（戴断されている），8行。　Kn　I，21．18－

　　　22．9；029a7－30a6；戸田本p．269．〔SMSR　F3〕

　　Kha，　ix，24：2葉。（1）〔SC　fol．76＝本田本　249－250：8行。　KnXVI，330．5－331．8；戸田

　　　本p．287．〔SMSR　F6〕　（2）〔SC　fol．76＝本田本　243－244：4行。　Kn　Vlll，203．4－204．10；

　　　0194a7－195a6；戸田本p，285．〔SMSR　F4〕

　　Kha．　ix．26〔SC　fol．76〕：1断片，5／6行残存。　Kn　V，128．14－129．10；0128b6－129a7；

　　　戸田本p．284．〔SMSR　F4〕

　　Kha．　ix．28〔SC　fol．76＝本田本　241－242：1葉，4行。　Kn　VI，147．13－148．6；0143b2－

　　　144a2；戸田本p．284．〔SMSR　F4〕

　　Kha．　ix．29〔SC　foL　76〕：1断片，4行残存。　Kn　HI，83．9－84．8；090b3－91a6；本田本p．

　　　283．〔Sル1SRF4〕

　　Kha．　ix．32〔SC　foL　77〕：（1）1断片，3行残存。　Kn　I，6．1－6．2；012b4－12b7；戸田本p．

　　　280．〔SMSR　F4〕　（2）1断片，5行残存。左側にKha．　ix．36（3）〔SC　fol．　78＝本田本　251－

　　　252〕が符合する。（後述）

　　Kha．　ix．36：（1）〔SC　fol．78＝本田本　239－240：1葉（2断片）、7行。　Kn　I，24．15－25．15：

　　　032a7－33a4：戸田本pp．281－2．〔SMSR　F4〕　（2）〔SC　foL　78〕：1断片，5行。　Kn　XVIII，

　　　367．12－368．1；0　354a3　－354b5；戸田本p．　289．〔SMSR　F4〕　（3）〔SC　foL　78＝本田本　251－

　　　252〕：1断片，4行。右側にKha．　ix．32（2）〔SC　fol．77〕が符合する。　Kn　XVII，347．12－

　　　348．9；0334b2－335a7；戸田本p．288．〔SMSR　F4〕

　　Kha．　ix．38〔SC　fol．78〕；1断片，3行残存。右側に〔SC　fo1．77〔6行）〕が符合する。　Kn

　　　III，78．14－79．6；085a6－85b7；戸田本p．283．〔SMSR　F4〕

　　Kha．　ix、42：10葉。（1）〔SC　fol．82＝本田本179－180：7行。　Kn　XVII，348．6－349．8；0

　　　335b1－336b7；戸田本pp．276－7．〔SMSR　F3〕　（2〕〔SC　foL　79＝本田本　257－258〕：4

　　　行残存。Kn　XVII，367．1－367．12；0353a1－354a1；戸田本p．289．〔SMSR　F4〕　（3）〔SC

　　　fol．82＝本田本　185－186〕：7行。左側に〔SC　fol．83〕が符合する。Kn　X　IX，377．6－378．6：

　　　0363a1－363b7；戸田本p．289．〔SMSR　F4〕　（4）〔SC　fo1．81〕＝本田本　259－260〕：7

　　　行。左側に〔SC　fol，83〕が符合する。　Kn　XIX，378．6－379．3；0364a1－365al；戸田本

　　　p．296，〔SMSR　F4〕　（5）〔SC　fo1．80＝本田本　261－262〕：5行残存。左側にKha．　ix，21

　　　〔SC　fol．75〕が符合する。（前述）　（6）〔SC　fol．80＝本田本　263－264〕：5行残存。右側
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　　に〔fol．84〕が符合する。　Kn　XIX，380．1－380．10；0365b7－366b7；戸田本pp．296－7．

　　〔SMSR　F4〕　（7）〔SC　fol．81＝本田本　269－270〕（5行残存）＋〔SC　fol．　84〕＋（8）〔SC

　　foL　81〕（6行）：Kn　XIX，380．11－381．10；0367al－367b7；戸田本p．297．〔SMSR　F4〕

　　（9）〔SC　fol．80＝本田本　213－214〕（7行）＋　〔SC　fol．　83〕（3行残存）：Kn　XXI，397．9－

　　399．4；0383a1－383b7；戸田本pp．291－2．〔SMSR　F4〕　（10）〔SC　fol．79＝本田本　273－

　　274：6行。Kn　XXIII，435．9－436．6；0419b3－420b1；戸田本p．293．〔SMSR　F4〕

※以下Kha．　No．不明

　〔SC　fols．79＋78＋77〕：1葉（3断片）、6行。　Kn　III，78．5－78．13；084b3－85a5：戸田本

　　　pp．282－3．〔SMSR　F4〕

　〔SC　fol．77〕：1葉（2断片），6行。左側にKha．　ix．38〔SC　fol．78〕が符合する。揃述）

　〔SC　fols．83斗77〕：1葉（2断片）6行残存。　Kn　XXIII，425．8－426．8；戸田本p．292．〔SMSR

　　　F4〕

　〔fo1．79〕：1葉，6行。　Kn　XVII、347－347．10；0333b5－334a7；戸田本p．288．〔SMSR　F4〕

　〔fo1．77＋83〕：1葉（2断片），7行。　Kn　XXV，459．9－461．1：0434b7－435b7；戸田本pp．

　　　294－5，〔SMSR　F4〕

　〔SC　foL　83〕：（1）1断片，4行残存。　Kn　L　12．12－14．2；019b3－20a4；戸田本p．268．〔SMSR

　　　F4〕　（2）1葉（2断片），4／3行残存（元来は6行）。KnI，12．15－14．2；019b3－20a4；

　　　戸田本pp．280－1．〔SMSR　F4〕　（3）1断片，2行残存。右側にKha　ix．42　（3＞〔SC

　　　foL　82＝本田本　185－186〕が符合する。（前述）　（4）1断片、3行残存。右側にKha．　ix．

　　　42　（4）〔SC　fol，81＝本田本　259－260が符合する。（前述）

　〔SC　fol．84〕：（1）1断片，3行残存。左側にKha，　ix．42（6）〔SC　fo1．80＝本田本　263－264〕

　が符合する。（前述）　（2）1断片，4行残存。左側にKha．　ix．42（7）〔SC　fo1，81＝本田本

　　　269－270〕、右側にKha．　ix．42（8）〔SC　foL81；か符合する。（前述）

　　3．ファルハード・べ一グ出土本〔∫MSR　F

　　スタインが第2回の中央アジア探検において，1906年にカーダリクの西北13kmのファル・・

　一ト・べ一グ・ヤィラキ｛Farhad－Beg－Yailaki：で発見した写本はインド省図書館に保管され

　　　れ　ている。その中に比定される梵文法華経写本は35葉を確認しうる。関係の写真は「インド省図

　，聾館所蔵スタイン蒐集写本のマイクロフィルム」および本田本に収載されており，ローマ字テ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　トパ　キストはフ゜一サン　［．　L．de　la　Vall6e－Poussin）によって第XI－XII章が公表されていt3か、｝i

　田教授によって写本のすべてか公表されている。

　　F．xii．7〔SC　fols．23－39＝本田本　65－132〕：紙本，35葉，直立グプタ文字，8行。およ

　　　そ6世紀の写書。写本にはfols，5－’39の数字がある。

　　　XI，5al－10a6：Kn　XI，247．6－256．6．0237b3－246a4；戸田本pp．229－33．〔提婆達

　　　　多品相当部分Kn　256．7－266．4：0246a5－255b7を欠く〕

　　　XII：10a6－14b5：Kn　XIL　267．1－274．11：0256a1－262b7：戸田本pp．234－7．
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　　　　XIII：14b5－26b7：Kn　XIII、275．1－296．3；0263a1－283al，戸田本pp．238－7，

　　　　XIV：26b7－37a6：Kn　XIV，297，1－314．6：0283a2－302a7：戸田本pp．248－56．

　　　　XV：37a6－39b8：Kn　XV，315．1－318．9：0302b2－307a3：戸田本pp．257－258．

　　　　写本の内容は見宝塔品より勧持品に連続し，鳩摩羅什原訳の「妙法連華経と同様の構成

　　　　である。

　　　tF，　xii，9：2葉　3断片），比定箇所不明。

　　B．ヘルンレ蒐集本

　　　カシュガル駐在の英国総領事マカートニーcGeorge　Macartney］によって入手された写本に

　　梵文法華経か含まれている。関係の写真は「インド省図書館所蔵ヘノしンし蒐集写本のマイクロ
　　　　　リニ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ばト

　　フィルム．〔以下、HC　fo1．と略す1およひ本田本に収載され、ヘルンレ　R，　Hoernle｝と戸田

　教授のローマ字テキストか公刊されている。

　　　No．142．　SB．12　〔HC　foL94＝本田本　215－216〕：1葉，　6行。　Kn　XXII，408．14－409．1〔1；

　　　　Hoern　le〔ed．　by　H．　LUders｝pp．163－4；戸田本pp．319－20．1　SMSR　F6」

　　　No．142．　SB，53〔HCfol．95＝本田本　63－64〕：1葉，10行。　Kn　XV－XVI，350．5－331．8；

　　　　Hoernte（ed、　by　F．W．　Thomas〕pp．133－6；戸田本p．319．〔SMSR　F6

　　　No，148．　SA．22－25〔SMSR　O〕：4葉、能書体直」？：グプタ文字、7行。カシュガノレ出土ペ

　　　　トロフスキー本10）の一一部。　（1）〔fols．139－140＝本田本　41－441fols．253－254：Kn

　　　　XII、261．14－265．3：Hoeriiie　c　ed．　by　LUders’｝、　pp．144　－9：戸田本pp．129－30．　　（2）

　　　　〔fols．14］－142＝本田本　45－48〕fols．259－260：Kn　XIII，269．7－271．3：Hθ6γη1ρled．

　　　　by　LUders　1］pp．149－52；戸田本pp．132－3．

　　〔Unnumbered　fragments〕

　　〔HC　fo1，156］：（1）　1断簡、7行。　Kn　XX、387，8－388．7」：0373a6－374b2，1ゴIH本p．291．

　　　　〔SMSR　F4：　　〔2｝1断簡、　6行。　Kn　XXIIL　427．5－427．］5、0　；11b5？　412b4：戸田

　　　　本p．292．〔SAfSR　F4〕

　　〔HC　fol．157〕：〔1｝1断簡，7行残存。　KnVII，181．14－182．13：0］75b3－176b2；戸田本pp．

　　　　284－5．〔SMSR　F4」　　（2〕1断簡、8行。　Kn　XI，242．8－243．7．023｛｝b7　232a2：1－f　IH

　　　　本pp．285－6，〔∫M∫R　F4〕　（3）1断簡、4行残存。　Kn　XXIII，429．6－430．13；0414b3－

　　　　415b4；戸田本p．294．〔tSMSR　F4〕

　　　CHC　fo1．161〕：〔1）1断簡，5行。　kn　II、29．2－29．9：036a4－37a1，li田本p．282．　il　SMSR

　　　　F4〕　（2）1断簡，　5行。　Kn　IL　43．6－43，14；051b2－52a2；1．i田本p．282．［1　SMSR　Fむ

　　　　（3）1断簡、5行。Kn　VII、188．7－189．3，0182b3－183a6：1．　i田t，　p．285．、∫MSR　F4

　　　　｛4）1断簡、5行。Kn　L　27．2－28．1；034a6－35a41」－i田本p．　L）　9．　7．、＼USR　F4

　　C．出土地不明断簡〔∫λ∫∫RF5〕

　　　湯山博士によって，インド省図書館所蔵断簡の写真か霊友会図書館．現在の国際仏教「1ξ二研究

　　所，東京）に将来され，立正大学法華経文化研究所に寄贈された。Pt田教授はそtDローマ字テ



　　　　　　　　　　　　　　艶．£法華経写4：の研究（塚・｛ミ）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　59

　　　　　　　　　ザ
キストを公FI」している。52断簡『。元来は6行であったと推．定される。

　lfol．1711：IU5行残存。　Kn　L　6．7－6．9：0］3b2－］4a1．裏面は判読できない。戸田

　　本p．299．〔215行残存。KnL24．2－－24．9：031b4－32a2．裏面は判読できない。　P一田

　　本p．299．　　c3｝　6行。　KnV，121．1－121．12：012］a6－122a6；戸田本p．303．　　！4i6

　　行。Kn　VIL　l74．11－175．13；0168a1－168b7：戸田本p．306．　　（5）6行。　Kn　VII，

　　189．2－190．2：0　183a5－184a4　：「元［LI本p．307．　　　〔6）6†f。　Kn　VII，　190．2－191．4；0

　　184a4－185a4：戸田本p．307，　　ll　7）6行。　Kn　VII，191．6－193．2：0185a6－186a5：戸

　　［H本pp．307－8．（8〕6行c　Kn　VIL　193．2－194．9：0186a6－187a3：戸田本p．308．　　i91）

　　6行。Kn　VII，194．10－196．8：0187a4－188a3：ri田本p．308．　　（10）6行。　Kn　XXIV，

　　445．4－446．7：0427a2－428a3：F「田本P，3ユ6．　　（1U65行残存。　Kn　XXV，466．11－

　　468．2；0440b7－442a2；戸田イsp．317，

　Qfol．172．’i：（1｝5行残存。　Knll，40，16－41．4；047b5－48a3，裏面は判読できない。戸田

　　本p．300．‘2｝6行。Kn　III、82，9－83．2：089b5－90a5裏面は判読できない。戸田本

　　p．301．③6行cKn　III、97．6－98．10：01（）Ua6－］01a5：卜i田本pp．301－2．　　c4）6行。

　　Kn　IV、103．1－103，12；0105a7－IO6a7：戸田本p．302．　「5）6行。　Kn　IV、118．5．118．13；

　　Olユ9b3　120a3．裏面は判読できない。戸田本pp．302－－303，　　C6）　6行。　Kn　VI、148．1－

　　148．12：0143b3－144b3：戸田本p．304．　　（7）3，4行残イ」：。　Kn　XIIL　286．13－288．4：

　　0273a4－274b1：戸田本p．131．　　〔8）2行残存。　Kn　XIII，290．3－291．1：0277b2－

　　278b5：戸田本pp．31］－312．　19｝3行残存。　Kn　XIV，299．13－300．7：0287a4－288b2：

　　戸田本p．312，　dO）4．3行残存。　Kn　XIV、308．5－3〔｝9．8：0295b2－296b6：ド∫田本p．313．

　　〔ll143行残i∫：。　Kn　XXIII，435，4－436．3：0419a5－420a5：戸田本p．316、

　〔fol．173〕：〔1〕6行。　Kn　I－II，28．11　一・　L）9．4：035b6－36a7．裏面は判読できない。戸田

　　本p．300．　〔2）6行。Kn　lll，87．4－88．8：0　｛3a5　－94a3：戸田本p．301．　c3〕　6行。　Kn　IV，

　　100．6－1咀、5：0102a6－103a5：戸田本p．3（12　c4．］5’4行残存。　Kn　VL　145．1－146、5：

　　0141a6－142a7；戸田本pp．3U3－4．　　！5暗行。　Kn　VII、171．6－171，10：0104b2－

　　／64b7．裏面は判読できない。戸田本p．305，　　16）6行。　KnV］L　189．2－189．13：0

　　183a5－184a2：戸田本p．306．（7）6／5行残存。　Kn　VII，189．2－190．2：0183a4－184a3：

　　戸田本pp．306－7．　　〔8）4行残存。　Kn　XL　242．7－242．10：0230b5－231a3．裏面は判

　　読できない。戸田本p．309．　　（9）　6行．Kn　XVII，362．13－364．7：0349b1－350b6；戸

　　田本pp．314－5．　　（IO）56行残存。　Kn　XX、389．4－390．4：0375bl－376b4；戸田本p．

　　315．

　〔fol，］74）：｛D　5’6行残存。　Kn　II，42．3－42．14：049b2－5（．｝b3，戸田本p．3｛10．　　（21　5行

　　残存。Kn　IIL　63．12－64．14；068b2－69b3：戸田本pp．300－1．　｛3）6行。　Kn　XV、

　　318．15－320．1：0307b3－309a1：口田本pp，313－一・l　　U｝23行残存。　Kn　XVIII，

　　347．13－348．7：0334b3－335a5；戸田本p．314．
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　　　〔fol．175〕：（1）3行残存。　Kn　VI，144．10－146．4；0141a6－142a7；戸田本p，303．　　（2）3

　　　　行残存。Kn　VI，150．8－151．4；0146a3－146b2；戸田本p．304．　　〔3）6．’5行残存。　Kn

　　　　VII，165．10－166．8；0159a5－160a1；戸田本　p．305．（4）3行残存。　Kn　X，237．6－

　　　　237．11；0225bl～226a2；戸田本p．309．　　（5｝4f’5行残存。　Kn　XI，245．1－245．8；0

　　　　234a2－234b7；戸田本p．310．　　（6）5／4行残存。　Kn　XL　245．10－246．1：0　235a4－

　　　　236a2；戸田本p．310．　　（7）4行残存。　Kn　XIII，286．12－288．4；0273a3－274a7；戸田

　　　　本p．311．　（8）5／6行残存。Kn　XIIL　292．10－294．4；0280a7－281b2；戸田本p，312．

　　　　（9）　4行残存。Kn　XIV，308．4－309．8；0295bl－296．5；Pt一田本p．　313．　　（IG）6行。　Kn

　　　　XXI－XXII、403．1－404．3；0386b1－387b3：戸田本p，315．　　佃）3行残存。　Kn　XXV，

　　　　463．6－464．4；0437b1－438a3；戸田本pp．316－7．

　　　〔fol．176〕：（1）6行。　Kn　I，6．9－7．3；014a2　一　14b3．裏面は判読できない。戸田本p，299．

　　　　（2）6行。KnI，24．11－25．2？；032a4－32b4．裏面は判読できない。戸田本p．299．　（3｝

　　　　5／4行残存。Kn　VII，166．14－167．11：0160a6－161a2；戸田本p．305．　　（4｝6行。　Kn

　　　　VIII、211．13－213．5；0201b5－202b6；戸田本p，309．　　（5＞5行残存。　Kn　XI、248．4－

　　　　249．3；0239a1－240a4：戸田本pp．310－1．（6）5行残存。　Kn　XVII，350．16－352．7．0

　　　　338b5－339b5；戸田本p．314．

　③　大英博物館所蔵〔カーダリク出土〕本〔SMSR　O〕

　大英博物館にはスタイン蒐集のカーダリク出土写本の整理された部分が保管されているが，

その中に梵文法華経が含まれている。これはカシュガル出土ペトロフスキー本〔0〕の一一部と

みられる。

　MS　Or．9613：紙本，40葉，能書体直立グプタ文字，7行。　〔1）〔fols．256－258＝本田本　49－

　　54〕：3葉。Kn　XII，267．1－269．7；戸田本pp，131－2，　C2）〔fol．　282＝本田本　55－56〕：

　　1葉。Kn　XIII，294．10－295．4；戸田本p．143．（3）〔fols．　327－348＝本田本　133－176〕：

　　22葉。Kn　XVI－XVIII，339．7－362．3；戸田本pp．16ユー72．（4）〔fol．360＝本田本　183－

　　184〕：1葉。Kn　XVIII　一　XIX，373．12－375．4；戸田本pp．177－8．（5）〔fols，寧367－’373＝

　　本田本　189－202〕：7葉。Kn　XIX－XX，380．11－388．2：戸田本pp，ユ80－4．（6）

　　〔fols．’380－’384＝本田本　203－212〕：5葉。　Kn　XX－XXI，393．10－400．8：戸田本pp，

　　186－9．（7）〔fo1．’447＝本田本223－224〕：　1葉。　Kn　XXVI，473．12－474．9；戸田本pp、

　　218－9．

　④　マールブルグのドイツ国立図書館所蔵（トリンクラー）本〔SMSR　O〕

　1927－28年にトリンクラー（Emil　Trinkler）によってコータンで発見され，ドイツ科学アカ

デミー　Akademie　der　Wissenschaften（ベルリン）に所蔵されていた梵文写本断簡は、その後

マインツ（Mainz）の科学・文学アカデミーAkademie　der　Wissenschaften　und　der　Literatur
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を経て，現在はマールブルグCMarburg）のドイツ国立図書館Staatsbibliothek　der　Stiftung

Preussischer　Kulturbesitzに保管されている。

　Mainz　685－689，705，706，715，717：紙本，9葉，能書体直立グプタ文字，7行。写真は本

　　田本に収載されたが、ベッヘルト（H．Bechert）はfols．244，251の写真とローマ字テキス

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぴ　　ト，および相応するチベ・ト語訳を出版した。また戸田教授は前掲の出版にローマ字テキ

　　ストを掲載している。カシュガル出土ペトロフスキー本〔O〕の一部を形成する。この写

　　本は第XI章（見宝塔品）より第XII章L提婆達多品1へ至る部分で、現行の「妙法蓮華経

　　と同様に，提婆達多品を独立させている。

Mainz　No，

688

　685

　706

　717

　686

　687

　689

　705

　715

fol．　No，

244a－b

245a－b

246a－b

247a－b

248a－b

249a－b

250a－b

251a－b

252a－b

n
L
K
X
〔XII〕

　　　　　　　本田本

252．14－254．8　23－24

254．8－256．2　　25－26

256．2－257．2　　27－28

257．2－258．4　　29－30

258．5－259．1　　31－32

259．6－260．4　　33－34

260．4－261．1　　35－36

261．1－263．4　　37－38

263．4－261．8　39－40

戸田本

p．125

l
l

p．126

t
l

P．127

tF

pp．127－8

p．128

pp，128－9

　⑤　エール大学図書館所蔵レ・ンティングトン）本〔SMSR　O〕

　1905年にハンティングトン（Ellesworth　Huntington）によってカーダリクで発見された梵文

法華経写本の断簡が，エール大学図書館Yale　University　Library（ニニー・ハーヴェン）に保

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ガ
管されている。彼は1907年に他の写本とともに4断簡の片面の写真を公刊したが、その中のF

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ユロロ
の符号を付した断簡をロイマン（Ernst　Leumann）は法華経に比定した。1968年にエメリ・ク

（R．E．　Emmerick）はこれらの4断簡の所在を確認した。湯山博士と戸田教授は，この断簡を

大英博物館所蔵のカシュガノレ出土梵文法華経（No．　Or．9613、　fol，282’）の右側に符合すること

を確証し，両断簡およびファルハード・べ一グ断簡（fo1．26）、ギノレギット写本Group　C，　foL

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　トロミ
120と対校してローマ字テキストを公表した。

　⑥マンネルハイム本

　1906－8年にマンネル・・イム℃．GMannerheim）がカシュガ’レ，コータン、トゥルファン

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　こじこ
等の中央アジア探検て将来した写本中に、梵文法華経写本か含まれていた。出土地は不明。

　No．5：紙本，1葉，6行。　Kn　II，40．16－41．14．写真およびテキストは確認できない。
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　　　⑦　ドイツ科学アカデミー所蔵．トhルファン〕本

　　　グ1レニンヴェーテルIAlbert　GrUnwedel，とル・コノク　r　Albert　von　Le　Coq］のトゥルフ

　　ァン探検隊によって発見された断簡中に梵文法華経写本か含まれている。現ダ｛：はトイツ科学ア

　　カデミーAkademie　der　Wissenschaften（ベルリン1に保管されている。

　　　1）Nr．622：LUders　Nr．　Sg　800（S601：1断簡，9行1片面のみ1。19｛14－－5年の第2回

　　探検の際にSangim〔勝金Sheng・chin）で入手された。写真とローマ’「ニテキストはワ1レトシニ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　いほ　　ミ・∵ト　IErnst　Waldschmidt㌔によって刊行されている。戸田本p．318－9．　SMSR　F6’1

　　　21Nr．　T．4Chotan　8：紙本、1葉，中期のグプタ文字、6行。19．　13－14Vi，・　7）　，し・コ・クに

　　よる第4回探検の際にコータンで得られた。本田本277－278：Kn　II、37．12．59．2：063a1－

　　64al：戸田本pp．270一ユ．ミ∫ル∫SR　F3　’．

　⑧　大谷本

　1902－14年に3回にわたって派遣された大谷探検隊によって中央アジアから将来された写本

は，もと関東嬉博物館｛旅順）に保管されていた。第二次大戦後に一時ソヒエトに接収された

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　いう
が、その後旅順博物館に戻された模様で’ある。

　　　　　　　　　いコめ
　1’大谷家出品目録」

No．687

　　688

　　689

　　690

　　691

　　692

　　693

　　694

　　695

　　696

　　697

梵字法華経断片

tl

lt

＿＿

－＿

tS

F“
’

＿＿

137箇

65

27

19

　1

　2

　2

12

　2

　2

　2

計271であるが、目録には詳細な記載がないため，その内容については不明である。

　　　　　　　　　　　　　　　　　ユに
　21ミロノブ　大谷伯爵所蔵写本目録一

　No．7a：8断ll．、第XX章

　No．8b：1断片　第XX章？．

　No．13b：1断片。薬王BaiSajyarajaに言及・第XXII章？．

　　＊1；との関連が明らかでない。

　3）ミロノブの覚書

　1927年にミロノブ‘N．D，　Mironov．は大谷探検隊将来品中ク）西域語文書の断片’を調査して、



　　　　　　　　　　　　　　　琵二と法華縫ゲイミの研充（塚本）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　63

　　　　　　　　　　　いド
その内容を紹介Lている。それによれば，橘瑞超氏が東トゥルキスターンから将来した法華経

写本は56断片で，これはより大きい34断簡に整理されている。直立グプタ文字で書かれている

か，これらはその字体によって4種に分類される。

　A本・Nos．1－12，：紙本，12断簡．25断hS『、中央アジアのグプタ文字よりもインドのグプ

　　タ文字に近い。11行。主とLて吐魯蕃Turfan）の近くの吐］1”溝‘T‘u－yU－kou）出土。日

　　付はないが5tHr紀中葉の書写と推定される。Kn　II，III、　IX．　X．　XIII、XIV，　XVI、XVIII、XXI，

　　XXV章を含む。

　B本cNos．12－28）：紙本、28断｝1『，10行。1断片にfol，　No，200の数字がある。　Kn　III，　IV、

　　VII－XI，　XVI，　XVII，　XIX，　XXI－XXIV章を含む。普門品はiW・．fi’．を欠いている。

　C本‘Nos，29－31，：紙本，3断片，　Kn　X、　XVI章を含む。

　D本‘Nos．32、33‘：紙本、7断牛。能書体直立グプタ文字。　No，32はKn　XIX－XX、　pp．

　　38｛〕－7を含む。ミロノブはこの部分を欠いているカシュガノレ出tlペトロフスキー本〔O〕

　　に属Lたものと推，定している。しかL，その写真およひテキストは確認できない。No．31

　　は1断片、8行。Kn　XXIII章を含む。

　以上は三ロノブの調査の一部であるか，その後彼の中央アジア本法華経研究の覚書がかレカ

tt タのアジア協会で発見され、ダ’トcN．　Duttは法華経刊本の出版に当って，これを脚註に
　　　　いロ
付している［　SMSR　M。ダ・トはミロノつの覚書をスクイン蒐集の中央アジア写本に基つーくも

　　　　　　　い　
のと推定している。Lかし、ダ・ト本pp，7－17の話記はフ、クイン蒐集本Kha．　i．24，33，35，

36｛＝本田本3－6・IM∬∫RF3：に相当するけれども、他の註記はすべてミロノブの記述と
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ユロ
ー致するので，大谷本によるものと断定しうる。

　ミロノブの脚註「ダ・ト本〕とケルン本ヒの関連を表示すれば、次の如くである。

ダット本’ミロ・！フ脚註1

24，1　18L1－81掲を含む1

31．8、　12、　17

32．20、　22、　24

33．2

36．1－43，10　〔69－122f昌）

55．8－59．19

62．19－66．10　53－80f局｝

73、15－79．11

81．19－85，8　・1－281易‘

109．4－111．15　1－71掲を含む‘

132．22　rl｛〕9cl易｝

133．1－134．8

Kn

IL

IIL

VII、

VIII，

30，9－31．8

41．7，　11，　15

43．3，　6，　8

43．9－1｛〕

48．13－56．4

73．14－79．6

84，13－89，2

1V、　101，1－107．6

11〔戊．14－114．12

156．3－159．9

198．IO

199．1－200．12
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138．11－142．10（29－45掲を含む）

143．2－144．14

147．5－22（12－18偏を含む）

148．2－153．12　（1－15掲）

154．17　；19，　21－22，　24

155．2

158．1－160，20

180．11－183．13（1－11偏を含む）

196．16－203．2（3－41偶を含む）

215．7－217．18（1－7b偶を含む）

220．13－2262（32－59b偏を含む）

237．1－243．3（21－41c偏を含む）

250．5－21（73－75偶を含む）

251．2－14

254．1－256．2

256．19－257．11　（4b－7c掲）

258．13－14

259．1－14

265．2－268．21

270．3－6

279．15－281．7

291．20－293，10

297．3－13

298．2－300．19

302．28－305．11

IX，

X，

XI、

XIIL

XIV，

XVI，

XVIII，

XIX、

XX，

XXI、

XXIL

XXIV，

XXV，

208．10－214．5

215．2－217．7

221，13－223．3

224．2－231．1

233．4，　6，　8－9、　11

233．13

239．1－242．10

275．9－280．5

302．4－310．8

327．6－330，11

336．5－343．13

359，13－364．12

374．1－9

375．2－376．3

380．8－383．4

384．1－8

385．7

386，1－387．2

395．2－401．4

403．7－9

420．2－422．2

444．9－446．11

456．1－10

457．1－460，3

464．10－467．11

　　　　　　　ロど
　4）西域語文書29．1－2　〔SルfSR　Ot〕

　和1，9．；（Uten）すなわちコータンの近くで出土。直立グプタ文字，10行。　Kn　XXIII－XXIV，

434．7－438．6．真田教授はこの写本のローマ字テキストをネパール本と対比して公表している。

日｛寸はないが真田教授は5世紀後半と推定している。妙音品を第XXI章とする。戸田本p．261．

　5）写本No．621〔SMSR　Ot〕

　トゥルファン近郊のトユク出土。紙本，1葉（8断片）、直立グプタ文字，11行残存。Kn

XXL　403．6－403．9，　XXV、457．1－458．4．この写本では陀羅尼品（XXIV）より妙荘厳王本事

品（XXIV）へ連続する。真田教授はこの写本のローマ字テキストをネパール本と対比して公表し
　　ロヨ
ている。日付はないが5世紀の中葉と推定する。戸田本pp．261－2，
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　　　　　　　　　ユハヰ
　6）出土文献研究　1985，pp，191－195〔SMSR　Ot〕

　大谷探険隊によって新粥で蒐集された梵文法華経中の1断簡。現在は旅順博物館に保管されて

いる。紙本，直立グプタ文宇，10行。Kn　IXi，］01．1－］03．13．’i’i忠新氏によるローマ字テキストが

公表されている。

§3．法華経の構成

　（D　二十七品本と二十八品本

　梵文法華経写本と漢訳・チベソト語訳を比較するに、それを構成する章（parivarta　品）とそ

の順序にかなりの異同が認められる。これは，法華経が流伝の過程で種々の変容を示したことの

証跡である，といえよう。まずネバール系とカシミーノレ系との写本（＝ケルン本）を，

　「正法華経』大正No．263，　A．　D．286竺法護訳〔正法華と略す〕

　「妙法蓮華経2大正No．262、　AD．406鳩摩羅什訳〔妙法華と略す〕

　「添品妙法蓮華経大正No．264闇那thigl多・達摩笈多共訳〔添品と略す〕

　　Dam－Paizi　cltos　Pad－Ma　dhar－Po　s／zes－bJ’a－ba　tll‘eg－p（1　tlien　pθIli　tndo、大谷No．781，東

　　北No．113　Surendrabodhi，［Sna－nam］ye－ges　sde共訳

と比較すれば，章の構成および順序は次の如くである。

　　梵本（チベット語訳）　　　正法華経　　　　　　妙法蓮華経　　　　　　添品妙法蓮華経

　I　N　idana．　　　　　　　　　　　　　　　　）ヒ瑞品（1〕　　　　　　　　序品日1　　　　　　　－一序品〔U
　　　　LGIefi－gshi　／／

II　UpayakausA］ya．　　　　　　　　　　　．善権品121　　　　　　　　ノ元便品121　　　　　　　　　方f更品（2｝
　　　Thabs・la　mkhas・pa

III　Aupamya．　　　　　　　　　　　　　　　応時品13）　　　　　　　　閂楡品131　　　　　　　　　讐喩品〔3｝

　　　IDpe

IV　Adhimukti　　　　　　　　　　　　　　－一一一．信楽品ト1‘　　　　　　一　　　信解［llt‘4‘　　　　　　　　　　　信解品ほ｝

　　　Mos・pa

V　O＄adhi　　　　　　　　　　　　　　　薬草品‘5・　　　　　　　　薬草楡【ll］・5‘　　　　　　　　薬草喩品15‘
　　　Sman　J

IV　　V｝亘karana　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　授吉聞ロミ品16）　　　　　　　　　　授：L］　；i　；i　，〔｛　t／　　　　　　　　　　　　　　　　授え己；6［fi）

　　　Nan－thos　luh・bstan・pa

VII　Ptirva｝’oga．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　fl．占ttiq7i　　　　　　　　　　　　化島t喩品171　　　　　　　　　　　　化城楡品「71

　　　　‘S　fiOTi・gyl　sbyor・1〕a，

VIII　Paficabhik§uSataN・yakarapa．　　　　　　授五百弟子決品⑱l　　　　　h白弟デ受、i己品水）　　　　　　五百弟子授記品c8）
　　　　．Dge・sloh　lha－brg｝’a】ufi－

　　bstan－pal

IX　Vyakarapa　　　　　　　　　　　一　　授阿難羅云決品「9．　　　　　　　　　　　　　　　一一一授学氣学’＼記品・9．
　　　Kun・dgab’bo　dah　sgra－gcan・
　　zin　daft　dge・9．　lofi　fiis　stofコ）url・

　　bstan・pa

X　Dharmabhapaka　　　　　　　　　　　　　　薬王如オミ品10　　　　　　　　　　　．ll；i「1‘　　　　　　　　　　　　法師≡：h［｝

　　　Chos・smra．ba

XI　S・需瓢蕊。　pa　　－．・宝・・ll　　－・・灘1・　　・宝…l

XII　Utsaha　　　　　　　　　　　　　勧説品‘］！‘　　　　　　勧差5細3　　　　　　　勧持品12、
　　　Spro－bar・bトa・ba
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XIII　Sukhavihara．
　　　　Bde・bar　gnas’pa

XIV　Bodhisattvaprthivivivara’

　　samudgama．
　　　、Byah’chub・sems－dpab
　　　　sa－rum－nas　bthon・pa　l

XV　Tathagatayu与pram帥a、
　　　De・bshin・g§egs・pabi　sku．
　　　　tshehi　tshad

XVI　Puoyaparyaya、
　　　Bsod－nams－kyi　rnam・grafis

X、rll　AnumOdan烈pupyanirdega，
　　　　Rjes’su　yi・rah－bahi　bsod・

　　　　nanls　bstan－pa

XV『［H　Dharmabhapakanugarpsa．
　　　　Skye－mched　drug　rnam・
　　　par・dag・pabi　phan－yon

XIX　Sadaparibh正a．
　　　．Rtag・tu　brfias・pa．

XX　Tathagatarddhyabhi・
　　　　sarpsk亘ra、

　　　‘De・bshin・g§egs・pabi

　　rdsu・辱phru】mhon・par
　　　　bdu・byed’pa　l

XXI　Dharapi．
　　　．GZUI、S・sfiagS

XXII　BhaiSajyar2japOrvayoga．
　　　．Sman・9yi　rgyal－pobi
　　　sfion・gyi　sbyor－ba

XXIII　Gadgadasvara．
　　　．Sah・safi．pobi　dbyahs，

XXIVF　AvalokiteSL『aravikurvaDa・
　　　　nirdesa．

　　　　Sp｝’an．ras・gzigs’dbah－

　　　ph｝’ug・gi　rnam－par－bPhnll．pa

　　　bstan・ba　kun・nas・sgo

XXV　Subhav｝・OharajapOrvay（）ga．
　　　（Rgyal－p∩dge－ba　bkod．
　　　　Pci　ll　i　sfion・9｝’i　sb｝’or・ba．

XXV「I　Sarllantabhadrotsahana，
　　　、Kun－tu・bza6’Po　spro．

　　　bar・bya－ba

XXVIIAnuparindanA．
　　　　Y〔，hs・su　gtarl－pa
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一．一一安行品［13［　　　　　一一一一安楽行品脚

　　　菩薩従地踊出品〔即　　　　従地踊出品〔15］

如来現寿品日5ハ

．一一一
御福事品・16．

　　勧助品作7

如来弄量品qド．

歎法師品・13’

分別功徳品1：

随喜巧徳6：，，ll一

一 常被軽†曼品ig

如来神足行品［20］

法師功徳、r融〕

王菩薩品〔21］

吼菩薩品02‘

巴nG門並
日

☆

申り
l

持

浄復浄｝1品〔25．

楽普賢品126＋

嘱累』6肋

営不軽菩薩口蜘

如来神ナ］品121‘

ミ｝∵∵

妙荘厳］：本事晶・2τ．

普賢菩薩勧発6．！s．

一一一
安楽行品，B．

．． 　　従地踊出品脚

なu衆寿量品［］5｝

分別功f±品q61

随喜功徳、；1、．17．

法師功徳、晶・19・

営］ミ軽菩薩品q9

如来神ノ」品⑳

　　　陀羅尼品1211

’
1　　一薬1：菩薩本事品⑳

2薩注
ロ

ウ
日

れ

24品門普各
ロ

与
｜観

　　　妙荘厳王本異品囎

／

／∴ご

　この中で，梵本、チベ・ト語訳，二正法華；，「添品e：が二．f七品本の構成てあるのに対して、「妙

法華は第XI章「宝塔品｜より堤婆晶を第XII章として独立させて一二｝＾八品本を構成している。

また「妙法華1が嘱累品．XXII〕を神力品ilXXI）の次に配列するのにtれて、他の諸本は巻末

rXXVILに置いている。さらに二正法華二と「妙法華二が，薬王品一妙音品一普門品　陀羅尼

品の配列を構成するのに対して，梵本、チベ・ト語、「添品．は陀羅尼品を繰リヒげて，陀羅尼品

　薬王品一妙音品　普門品の配列に改編している。

②　提婆達多品の存欠

　鳩摩羅什の「妙法蓮華経二原訳に、提婆達多品が存在したかどうかについては，中国において

もかなり早くから論争がf“　－tたようである。その発端となったのは智、＿538－97の提婆品長安
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　　　　　ヒユう
宮ノ＼滝留説である。これに対して吉蔵　549－623　は，羅什原訳には提婆達多品がなくて二十七

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　いら
品本を構成したか，梁末になって真諦か訳出Lたのである、との説をたてた。しかし窺基1632－

82．は、梵本には元来提婆達多品か存在したか，鳩摩羅什依用の梵本には脱錯多い辺国の梵本で

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロコ
あ一たため、提婆達多品を欠いていたと論Lている。

　その後，この論争は天台と三論・法相の諸家の間で行なわれ，日本においても提婆達多品の訳

語の穿馨にまで発展した。ともか（も現行1”妙法華この提婆達多品の訳例か，他の諸品の訳例と

異なることはもとより道生‘－434）の・怯華経疏・や法雲t467－529）と聖徳t〈子．574－6221

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロド
の「法華義疏」に同品が註釈されていないこと，さらに『出三蔵記集』に流沙より西ではL妙法

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ　華　に提婆達多品かあり、中夏の伝にはこの’品を欠くことを記し，陪の「彦万録・には　提婆

達多品経　一巻一が「妙法華二に出ずることを録している。これらの記述は．提婆達多品か7妙

法華・に編入された証跡であるとみられている。

　しかしながら「妙法華二より凡そ2世紀以前に訳出された「正法華2には，すてに宝塔品中に

提婆達多品相当部分を含んでいるのであるから，提婆達多品の形成および法華経への編入は，梵

本の流伝の過程においてなされたとみなけれはならない。

　ネパール本およびカシミーノし‘」e”　．Jしギ・ト1本のすべてが宝塔品（XD中に提婆達多品相当部

分を包摂するのに対して，「o　」本〔Mainz　706｝は宝塔品と提婆品を別開して二｝’八品本を形成

している。これに対して、ファ1しファード・べ一グ出土のスタイン蒐集本IF　x　ii．7，　foL　10a〕

は，提婆品相当部分を欠き、宝塔品1XI｝から勧持品［XIDへ直接に連続している。

　漢訳では、「正法華』は「七宝塔品第t－」ク）中に提婆品相当部分を含んでいるか．末リ亡・明・

宮内庁の4本は提婆品相当部分の初に「梵志品第十二」の章題を付している。従って現存の「正

法華：には、梵志6い二提婆品多品）を宝塔品に包摂した二十七品本と，梵志品を別開したこ卜

八品本があることを知ることができる。

　　’「妙法華」の現行本は「見宝塔品第f’一」「提婆達多品第十二」の両品を別開しているか，「釈
　　じロ

教鍵圭には，「八巻　僧祐録は新法華経と言’）。初はし巻廿七品となL、後にノ、，tミ授品げ是婆達

多品‘を益して二十八を成す：とあって，”t十八品本の存在を明記Lている，

　さて，一正法華この原訳に梵志品‘宝塔品に含まれて1が存在し、’「妙法華：の鳩摩羅什原訳に

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　やコ提婆品が含まれていなかったことは，「添品．訳出の事情から明らかである。’釈教録．ご新定釈経

目録二には、宝塔品と天授品を一品とした二1’七品本があったことを記し、1添品．・序には，ご妙

法華・に提婆品か欠ltていたのて、提婆品を宝塔品に通入したことを伝えている。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　こニス　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　にヨ
　次に、提婆品単行流通の例として，・1衆経録二に「提婆達多品　一巻一と、ご開7亡録・に「妙法

蓮華経提婆達多品第十ニ　ー巻一と伝えている。これに対して，宝塔品と提婆品の単行流通本と

して、

　　『薩曇分陀利経□大正No．265，一巻，　A．　D．265－316失訳

　　　　　　　　　　　　に　か現存しているが，「衆経目録：に「一巻　是れは法華経宝塔品の少分及び提婆達多品なり。是れ

は法華経別品の殊訳なり、と註記していることによっても、その内容を知ることがてきる。よっ
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　て関係の資料は次の5種類に分類できる。

　　1．法華経の組織中に提婆品相当部分を含まないもの一ファルハード・べ一グ出土梵本，「妙法

　　　華』鳩摩羅什原訳

　　2．法華経宝塔品中に提婆品相当部分を含むもの一ネパール出七梵本、ギルキソト出士梵本，

　　　『正法華』，『添品i，

　　3．法華経の組織中で提婆品を別開するもの一中央アジア梵本〔0〕，現行『妙法華」，「正法華』

　　　の宋・元・明・宮内庁本

　　4．宝塔沙分）・提婆品の単行流通本　「薩曇分陀利纏

　　5．提婆品の単行流通本一『妙法華二よりの別生

　③普門品喝頭の存欠

　「正法華』光世音普門品では，長行（散文）のみで掲頭は含まれないが，『妙法華：観世音菩薩

普門品には，現行本では長行と掲領があるが，『添品2序には，普門品の偶を欠くことを指摘して

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ユめ
いる。また智顎の『法華文句』や『観音義疏』には何等の釈もなく、窺基の「法華玄賛sには，

「普門品には煩はなく，後人が添足した」ことを述べている。明の太宗の7k楽九年（1411）五月

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロド
初一日付の「御製序」を付した『妙法蓮華経観世音菩薩普門品経　一巻には、「眺秦の三蔵法師鳩

摩羅什が長行を訳し、惰の北天竺沙門閨那堀多が重頒を訳した」ことを記している。しかし「添

品二序には普門品の傷について「先賢続出，補闘流行」とあるところから，「添品∪訳出以前の翻

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロら
訳とみなされる。塩田義遜教授は，『続高僧伝』の「観音1易仏語経を翻じた」記述に基づいて，北

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ユフロ
周武成三年（561）岨多（Dharmagupta）の訳と推定している。

　また『出三蔵記集』〔502－19）や法経の『衆経目録二（594）以降に「光世音経　’巻」「観世音

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　エヨエ
経　一巻」の記述が見出されるのに，「妙法蓮華経普門品重頒掲　一一巻」は「歴代三宝紀』（597）

に現われた後，彦綜の『衆経目録』（602）や静泰の『衆経目録』Cl　602）には見られなくなる。こ

れらの事情から，『正法華においては，別行された長行の『光世畠経∪と、編入された「光世音品」

が並行して存在したこと，『妙法華』にあっては，初は長行の「観世音経』と，編入された『普門

品』が存在したが，「普門品重項」魔本1－26掲」が訳出されるに及んで，重項は「妙法華2の

普門品中に編入されて単経として存在しなくなったが，重領を含んだ「観世音菩薩普門品経』は

依然として別行されたことを知ることができる。その後梵本の法華経では，阿弥陀V，　c　Amitayus／

Amitabha）に言及する偏t27－33掲戊が挿入されたが，漢訳されることはなかった。ミロノブ転

写の大谷本に普門品重頒を欠いているのは，重碩挿入以前の痕跡と言えよう。

　④　その他の相違箇所

　以上、諸本にわたって法華経構成上の主な相違点を指摘したか、この他に『添品：と梵本・チ

ベット語訳にのみ存在するものとして警喩掲の後半と薬草喩品の後半が指摘される。また「正法

華』には，五百弟子品と法師品の前部に挿入された文節が顕著である。
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次に章の配列の特殊なものとして，

ミロノブ（ダット本脚註）転写

不軽品　XIX？

神力品　（？）

薬王品　XX

妙音品　XXI

普門品　XXII

陀羅尼品XXIII

西域語文書
29．1－2

XXI
　　　↓

〔XXII〕

OtNo．621

XXIII
　　　ユ

〔XXIV〕

Kha．i．305．b（2｝

－
＋

妙荘品　〔XXIV〕

を指摘できる。
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